
宮北千織（同人）《華》

（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金。なお障害者手帳を提示の方は無料。年長者施設利用証（北九州市交付のもの）を提示の方は2
割減免。前売り券は、ローソンチケット（Lコード：82927）、チケットぴあ（Pコード：768－110）、セブン-イレブン、ファミリーマート、小倉井筒屋、黒
崎井筒屋、北九州モノレール主要駅、筑豊電鉄主要駅等で販売。
※ローソンチケット、チケットぴあ、セブン-イレブン、ファミリーマートについては、展覧会開催中は当日料金での販売となります。　

◎主催＝再興第101回院展実行委員会（北九州市立美術館、西日本新聞社、テレビ西日本）、日本美術院
◎後援＝　　　　北九州放送局、九州旅客鉄道株式会社、西日本鉄道株式会社、北九州モノレール、筑豊電気鉄道株式会社、株式会社スターフライヤー、西日本リビング新聞社、北九州市、北九州市教育委員会　◎協賛＝リバーウォーク北九州

〒803-0812　
北九州市小倉北区室町一丁目1番1号
Tel.093-562-3215   http://www.kmma.jp
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http://www.kitakyushu-culcul.jp

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

バナナのたたき売り 2㈰ 13:00 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

15:00
海峡ドラマチックライブ
天候の都合で中止や場所、時間を変更する場合がございます。 16㈰ 12:00 無　料14:00
春の企画展『しあわせのリカちゃん展』
ご当地リカちゃん『ドラマシップ号キャプテン（船長）リカちゃん』を展示 3/18㈯～5/7㈰ 大人 ￥300　小人 ￥100

※展示ゾーン有料入場者は、当日に限り無料

KFMライブ 9㈰ 13:00 無　料15:00
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会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『門司区芸術祭・美術展』 6㈭～12㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

※12㈬は15:00まで

『林秀耕春書展』 11㈫～17㈪ 無　料
※11㈫は12:00から、17㈪は15:00まで

『ジュディ・オング倩玉　木版画の世界展』 4/21㈮～5/21㈰ 大人 ￥600　小中学生 ￥200

２
階
１
階
１・
２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 1㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第10回　萊玉会
藤扇流日本舞踊公演 23㈰ 11:30 ￥3000

（前売・当日共）
藤扇萊玉

093（321）8713
大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

松永文庫企画展「高倉健主演映画資料展」
俳優「高倉健」の全期にわたる主演映画資料を展示します 11/1㈫～4/6㈭ 無　料 松永文庫

093（331）8013松永文庫企画展「スポーツ映画資料展」 4/9㈰～7/19㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

マンスリージャズ
出演：前田幸美ピアノトリオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9㈰ 14:00～

16:00 無　料

マンスリーシアター
上映作品：「レベッカ」　1940年アメリカ　監督：アルフレッド・ヒッチコック　出演：ジョーン・フォンテイン 23㈰ 14:00～

16:00 無　料

１
階
　
松
永
文
庫
２
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

「絵画はじめ展2017」
平成28年度「絵画講座」受講生による水彩画の展示会です。約20点を展示します。 13㈭～19㈬ 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235
港
ハ
ウ
ス
２
階

Ａ
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ズーラシアンブラスとなかまたちの音楽の絵本“ブリランテ” 2㈰ 14:00 全席指定 ￥3000 テレビ西日本 事業部
092（852）5507※当日￥500増

日中国交正常化45周年記念　中国国家京劇院 8㈯ 14:00 Ａ席 ￥7500
Ｂ席 ￥6500

MIN-ON 北九州
093（884）183319:00

北九州市民文化大学 文化講演会
講師：落語家　三遊亭歌之介 氏 22㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

北九州フィルハーモニック吹奏楽団　第28回定期演奏会 30㈰ 15:00 全席自由 ￥500 北九州フィルハーモニック吹奏楽団
090（4589）7851【嶋津】※当日￥200増　※小学生以下無料

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
到津の森公園開園15周年記念特別企画展

「地球はどうぶつでいっぱい」～あべ弘士絵本原画展～ 開催中～5/31㈬ 無　料
入園料が必要

到津の森公園
093（651）1895

※3月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

門司港美術工芸研究所 □休
□所　門司区東港町6-72　港ハウス2F　　093（322）1235　　10:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　 月曜日(祝日の場合は開館)、年末年始

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

月

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

到津の森公園 □所　小倉北区上到津4-1-8　　093（651）1895　　9:00～17:00
　「到津の森公園前」徒歩1分

□℡ □時小倉
北

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

Peek-a-Boo Dance Collection 2㈰ 14:00 一般 ￥2500 Peek-a-Boo Dance studio
093（931）1537※3歳未満無料　※当日￥500増

めぐみバレエアート　24周年記念発表会
コンサート･ボレロ「くるみ割り人形」よりクララの夢 16㈰ 14:00 無　料 めぐみバレエアート

093（551）6780※要整理券

第55回北九州芸術祭　バレエフェスティバル 2017 23㈰ 14:00 ￥2000
※未就学児膝上観覧無料

北九州バレエ協会事務局
093（882）7598

第55回北九州芸術祭
創立40周年記念　北九州市小倉少年少女合唱団　第50回定期演奏会 29㈯㈷ 15:00 一般 ￥1000 北九州市小倉少年少女合唱団

090（3463）5368【髙山】
美術講演会「院展の作品について」
日本美術院同人　那波多目功一氏、齋藤満栄氏、井手康人氏による講演会 7㈮ 11:00～

12:00 無　料 北九州市立美術館分館
093（562）3215

それいゆ 14㈮ 18:30
15㈯ 12:00/16:30

一般 ￥9000
※対象：小学生以上

スリーオクロック
092（732）1688

立川生志　落語会　ひとりブタっちゃ 1㈯ 14:00
一般 ￥3500

大学生以下 ￥2000 シアターネットプロジェクト
092（739）2318

※対象：小学生以上　※当日各¥500増

創作オペラ　マノンとマスネ 2㈰ 14:30
一般 ￥3000

学生（小学生以上） ￥1500
※当日一般¥500増

080（5897）4384【桑江】

柳亭燕路の「花より落語」 4㈫ 19:00 中学生以上 ￥2000 北九州子ども劇場 小倉南ブロック
093（961）9176

リアル・ロック・プロジェクト
090（7397）6635

※対象：中学生以上　※当日¥500増

リアル 15㈯ 16:00 一般 ￥2500

MOKK project05　『地樹（ちぎ）なく声、ピリカ』
20㈭
21㈮

19:30 一般 ￥2500　学生 ￥2000 MOKK（制作）
090（4602）115414:00 ※対象：小学生以上　※当日一般￥500増

※学生は当日学生証要提示　※開場は開演の20分前

Malikaベリーダンススクール発表会 22㈯ 17:30
一般 ￥3500

小～中学生 ￥2000 Malikaベリーダンススクール フルーム
080（7015）5684

※未就学児膝上観覧無料　※当日一般￥500増

タンゴの節句2017 30㈰ 16:00
一般 ￥3500

小学生～大学生 ￥2000 TLFライブいんふぉ
093（561）8314

※小学生未満無料　※当日各￥500増

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第13回 クラブＮ水彩画作品展　絵画 5㈬～11㈫ 無　料 クラブＮ
090（8396）1688

第3回 フェイスブック九彩会　絵画 12㈬～18㈫ 無　料 フェイスブック九彩会
090（9582）1146

北九州柳史会 俳画展　絵画 19㈬～25㈫
10:00～18:00 無　料 北九州柳史会

093（561）1500

「ふくおか・ゆめ・みらい CGコンテスト」作品展示会　絵画 4/26㈬～5/2㈫ 無　料 （一社）福岡県情報サービス産業協会
092（832）1344

イベント 期　間 開　演

期　間 開　演

入　場　料 問合せ先

第55回北九州芸術祭クラシックコンサート
オーディション合格者によるコンクール形式 2㈰ 9:30 無　料 北九州音楽文化連盟事務局

093（601）1407【橋本】※全席自由

スプリングコンサート 9㈰ 14:00 無　料 山根セミナー
093（962）5396【上杉】※全席自由

第42回 北九州新人演奏会
池田佳奈子[声楽]　ロッシーニ:オペラ「結婚手形」より この喜びを聞いてください　 ほか 16㈰ 14:00 一般 ￥1000 北九州音楽協会

093（881）0255【山廣】※全席自由

スプリング・コンサート 22㈯ 14:00 無　料 京良城ピアノ教室
080（2745）3784※全席自由

北九州メモリアル女声合唱団 第17回 定期演奏会
『メリー・ウィドウ』アルバム （ソプラノ独唱と女声合唱）　ほか 23㈰ 14:00 無　料 北九州メモリアル女声合唱団

093（371）3742【持橋】※対象：小学生以上　※全席自由

響ホールワンコインコンサート 大森潤子［ヴァイオリン］

Piano Concert “piu”
大森潤子［ヴァイオリン］、中島由紀［ピアノ］ 27㈭ 11:45 一般 ￥500 響ホール 音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上　※全席指定

30㈰ 16:00 一般 ￥1000 音風の会（おんぷのかい）事務局
090（9562）0094※全席自由

イベント 入　場　料 問合せ先

古伊万里の世界
ヨーロッパの王侯貴族を魅了した色絵磁器「古伊万里」など、華麗で豊潤な九州陶磁を紹介 4/7㈮～6/11㈰

一般 ￥700
高・大学生 ￥500 出光美術館 門司

093（332）0251※中学生以下無料（保護者同伴）

列品解説 9㈰
23㈰

①11:00
②14:00

無　料
入場料が必要

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※3月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2017.April

小倉
北

□所 □℡
□休

□時北九州芸術劇場

小倉
北

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡北九州芸術劇場

市民ギャラリー

月

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

出光美術館　門司門司 □休
□所　門司区東港町2-3　　093（332）0251　　10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「門司港駅」徒歩8分　　「門司IC」約10分　　月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始

□℡ □時

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

バナナのたたき売り 2㈰ 13:00 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

15:00
海峡ドラマチックライブ
天候の都合で中止や場所、時間を変更する場合がございます。 16㈰ 12:00 無　料14:00
春の企画展『しあわせのリカちゃん展』
ご当地リカちゃん『ドラマシップ号キャプテン（船長）リカちゃん』を展示 3/18㈯～5/7㈰ 大人 ￥300　小人 ￥100

※展示ゾーン有料入場者は、当日に限り無料

KFMライブ 9㈰ 13:00 無　料15:00
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会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『門司区芸術祭・美術展』 6㈭～12㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

※12㈬は15:00まで

『林秀耕春書展』 11㈫～17㈪ 無　料
※11㈫は12:00から、17㈪は15:00まで

『ジュディ・オング倩玉　木版画の世界展』 4/21㈮～5/21㈰ 大人 ￥600　小中学生 ￥200

２
階
１
階
１・
２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 1㈯ 18:30 門司港レトロ展望室入館料必要

大人 ￥300　小人 ￥150
門司港レトロ総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第10回　萊玉会
藤扇流日本舞踊公演 23㈰ 11:30 ￥3000

（前売・当日共）
藤扇萊玉

093（321）8713
大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

松永文庫企画展「高倉健主演映画資料展」
俳優「高倉健」の全期にわたる主演映画資料を展示します 11/1㈫～4/6㈭ 無　料 松永文庫

093（331）8013松永文庫企画展「スポーツ映画資料展」 4/9㈰～7/19㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

マンスリージャズ
出演：前田幸美ピアノトリオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9㈰ 14:00～

16:00 無　料

マンスリーシアター
上映作品：「レベッカ」　1940年アメリカ　監督：アルフレッド・ヒッチコック　出演：ジョーン・フォンテイン 23㈰ 14:00～

16:00 無　料

１
階
　
松
永
文
庫
２
階
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ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

「絵画はじめ展2017」
平成28年度「絵画講座」受講生による水彩画の展示会です。約20点を展示します。 13㈭～19㈬ 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235
港
ハ
ウ
ス
２
階

Ａ
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ズーラシアンブラスとなかまたちの音楽の絵本“ブリランテ” 2㈰ 14:00 全席指定 ￥3000 テレビ西日本 事業部
092（852）5507※当日￥500増

日中国交正常化45周年記念　中国国家京劇院 8㈯ 14:00 Ａ席 ￥7500
Ｂ席 ￥6500

MIN-ON 北九州
093（884）183319:00

北九州市民文化大学 文化講演会
講師：落語家　三遊亭歌之介 氏 22㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

北九州フィルハーモニック吹奏楽団　第28回定期演奏会 30㈰ 15:00 全席自由 ￥500 北九州フィルハーモニック吹奏楽団
090（4589）7851【嶋津】※当日￥200増　※小学生以下無料

大
ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
到津の森公園開園15周年記念特別企画展

「地球はどうぶつでいっぱい」～あべ弘士絵本原画展～ 開催中～5/31㈬ 無　料
入園料が必要

到津の森公園
093（651）1895

※3月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

門司港美術工芸研究所 □休
□所　門司区東港町6-72　港ハウス2F　　093（322）1235　　10:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　 月曜日(祝日の場合は開館)、年末年始

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　 「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

月

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

到津の森公園 □所　小倉北区上到津4-1-8　　093（651）1895　　9:00～17:00
　「到津の森公園前」徒歩1分

□℡ □時小倉
北

障



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

落椿 ―杉田久女・橋本多佳子― 展
北九州ゆかりの俳人、杉田久女と橋本多佳子の自筆資料等を展示する。 3/1㈬～4/9㈰ 無　料 北九州市立文学館

093（571）1505
第55回北九州芸術祭 

「北九州都市圏域」形成記念川柳大会 9㈰ 13:00 無　料 北九州川柳作家連盟
093（651）6206【古川】

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展 「清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群」 1/21㈯～5/7㈰
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500　中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

 

鍋島緞通　吉島家展 5㈬～11㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521西山正　作陶展 12㈬～18㈫ 無　料

大田耕治　藍染展 4/26㈬～5/2㈫ 無　料

木下栄司　作陶展 5㈬～11㈫ 無　料 小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521動物を描く、自然と語らう　佐藤潤　鳥獣絵画展 4/26㈬～5/2㈫ 無　料

新
館
７
階

大
画
廊

新
館
７
階

小
画
廊

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小倉城所蔵品展
小倉城所蔵品（書・絵・甲冑）の中から約30点を展示 開催中 一般 ￥300　中高生￥200

小学生￥100
小倉城

093（561）1210
天
守
閣
１
階

歴
史
ゾ
ー
ン

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 5㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 19㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

カラオケ発表会 2㈰ 9:45 無　料 カラオケSTAR白銀
093（951）0733

カラオケあるむ13周年歌謡祭 9㈰ 9:30 無　料 カラオケスタジオあるむ
093（952）9081

第55回北九州芸術祭　吟詠剣詩舞大会 23㈰ 10:00 無　料 北九州吟詠連盟
090（3463）0808【冨永】

つくし会　ピアノ発表会 29㈯㈷ 14:00 無　料 つくし会
093（921）0645

第26回　ハートフルコンサート
障がい者との音楽をとおしての交流 30㈰ 13:00 無　料 NPO法人百瀬ミュージック事務局

080（5211）1198【塩田】
第55回北九州芸術祭総合美術展
第56回北九州水彩公募展

14㈮～
21㈮

10:00～
16:30

無　料 公益社団法人日本水彩画会支部北九州水彩画会
093（551）6351【塚本】21㈮は16:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示

コ
ー
ナ
ー

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ブラス・フェスティバル in 平尾台
学生ブラスバンドが平尾台に大集合。パレードや野外コンサートで競演。 30㈰ 10:00 無　料 平尾台自然の郷

093（452）2715※予備日（雨天中止の場合）5/3㈬㈷

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第55回北九州芸術祭　邦舞の会
日本舞踊 9㈰ 11:00 ￥2000 北九州邦友会　藤間秀乃進

093（671）4050
竹紫流（若竹会）創流20年おさらい会
日本舞踊 16㈰ 12:30 無　料 若竹会　池浦美保子

093（791）8323

大
ホ
ー
ル

※3月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

月

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

平尾台自然の郷 □休
□所　小倉南区平尾台1-1-1　　 093(452)2715　　 9:00～17:00（GW・夏休み中の休日は18:00まで）　「小倉南IC」約20分
　「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　　「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　　火曜日（祝日の場合は翌日休園）

□℡ □時小倉
南

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　110台（共用）　

□℡ □時若松

障

障

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

シン・えびすリアリズム～蛭子さんの展覧会～
漫画家「蛭子能収」のポップでシュールな作品原画やイラストパネルなどを展示。 3/18㈯～5/21㈰

一般 ￥500　中高生 ￥300
小学生 ￥200

［常設展セット券］一般￥700
中高生￥400　小学生￥250

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※小学生未満無料

北九州漫画家列伝　外伝①「大牟田市編」
本市近郊出身の漫画家について出版資料等で紹介。 1/28㈯～5/12㈮ 無　料

常設展入場料が必要

あしたのギャラリーvol.25「北九州国際漫画大賞」優秀作品展
4コマ漫画のコンテスト「北九州国際漫画大賞」の優秀作品を展示・紹介。 2/12㈰～4/14㈮ 無　料

常設展入場料が必要

海峡マンガ合戦～九州支部　ヴァンサン・ルフランソワ～
日本漫画家協会九州支部と中国支部に所属する作家のミニ個展シリーズ。 2/25㈯～4/28㈮ 無　料

常設展入場料が必要

あしたのギャラリーvol.26「北九州魅力本」展
北九州の魅力を漫画で紹介する「北九州魅力本」の原画等を展示。 4/15㈯～6/16㈮ 無　料

常設展入場料が必要

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

9㈰
22㈯

13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日先着20名、途中からの参加も可能

漫画スクール
テーマ①「プロの道具を使って漫画を描こう」
　　　②「人物の描き方」

①8㈯ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

②23㈰ ※対象：小学3年生以上　※定員先着20名、②は要事前申込

企
画
展
示
室

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城・小倉城庭園所蔵品展
小倉城と当館所蔵の茶道具や掛軸などを中心に展示します。 開催中～4/9㈰ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100
北九州市立小倉城庭園

093（582）2747
VIVID銘仙　～20世紀前半のファッショナブル着物～
大正から昭和にかけて人気を博した銘仙の着物などを紹介します。 4/16㈰～6/18㈰ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100
記念講演会と作品解説「銘仙の魅力」
足利市立美術館館長による記念講演会と展示解説です。 16㈰ 14:00 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

企
画
展
示
室
研
修
室・

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映 「オズの魔法使いの交通安全の旅」「不思議の国のアリス」 ほか 9㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152おはなしワールド
絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど 22㈯ 14:00 無　料

図
書
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

子ども映画会
日本の昔ばなし　「花さか爺さん」　ほか 9㈰ 14:00 無　料

（先着50名） 北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　洋画 「大自然の凱歌」 （1936年　アメリカ）

出演：エドワード・アーノルド 22㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

再興第101回　院展　ギャラリートーク
日本美術院同人　井手康人氏が会場内で作品の見どころなどをお話しします 8㈯ 10:30～

11:00
無　料

（観覧料が必要）

展
示
室

日本画ワークショップ作品展
井手康人氏が八幡中央高校の1・2年生を対象に行ったワークショップでの成果作品を展示 無　料入

口
ロ
ビ
ー

会場

会場

イベント 期　間 開　演

期　間 開　演

入　場　料 問合せ先

スプリング・コンサート
ピアノ発表会 9㈰ 13:30 無　料 むたピアノ教室

093（961）8869
劇団ひまわりミュージカル「チルドレンズ～幸せな出逢い～」
北九州の研究生による発表公演 22㈯ 13:00 ¥2500 株式会社　劇団ひまわり

092（752）103317:00

ホ
ー
ル

イベント 入　場　料 問合せ先

再興第101回　院展
日本美術院による同人作家の新作をはじめ、受賞作品、九州出身・在住作家の入選作品を展示 4/7㈮～5/7㈰

4/7㈮～5/7㈰

一般 ￥1000　高大生 ￥600
小中生 ￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金 
一般￥800　高大生￥400　小中生￥300

※3月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2017.April

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 □休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　　093（512）5077　　11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）ただし4/4㈫は開館、年末年始

□℡ □時

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

月

□所　小倉北区下到津4-3-2　　093(592)4152　　9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

障

障

障

障

障

障

障

障

障

障

障



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

落椿 ―杉田久女・橋本多佳子― 展
北九州ゆかりの俳人、杉田久女と橋本多佳子の自筆資料等を展示する。 3/1㈬～4/9㈰ 無　料 北九州市立文学館

093（571）1505
第55回北九州芸術祭 

「北九州都市圏域」形成記念川柳大会 9㈰ 13:00 無　料 北九州川柳作家連盟
093（651）6206【古川】

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展 「清張が描いた日本の近代――豊穣なる小説群」 1/21㈯～5/7㈰
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500　中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

 

鍋島緞通　吉島家展 5㈬～11㈫ 無　料

小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521西山正　作陶展 12㈬～18㈫ 無　料

大田耕治　藍染展 4/26㈬～5/2㈫ 無　料

木下栄司　作陶展 5㈬～11㈫ 無　料 小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521動物を描く、自然と語らう　佐藤潤　鳥獣絵画展 4/26㈬～5/2㈫ 無　料

新
館
７
階

大
画
廊

新
館
７
階

小
画
廊

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

小倉城所蔵品展
小倉城所蔵品（書・絵・甲冑）の中から約30点を展示 開催中 一般 ￥300　中高生￥200

小学生￥100
小倉城

093（561）1210
天
守
閣
１
階

歴
史
ゾ
ー
ン

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 5㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 19㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

カラオケ発表会 2㈰ 9:45 無　料 カラオケSTAR白銀
093（951）0733

カラオケあるむ13周年歌謡祭 9㈰ 9:30 無　料 カラオケスタジオあるむ
093（952）9081

第55回北九州芸術祭　吟詠剣詩舞大会 23㈰ 10:00 無　料 北九州吟詠連盟
090（3463）0808【冨永】

つくし会　ピアノ発表会 29㈯㈷ 14:00 無　料 つくし会
093（921）0645

第26回　ハートフルコンサート
障がい者との音楽をとおしての交流 30㈰ 13:00 無　料 NPO法人百瀬ミュージック事務局

080（5211）1198【塩田】
第55回北九州芸術祭総合美術展
第56回北九州水彩公募展

14㈮～
21㈮

10:00～
16:30

無　料 公益社団法人日本水彩画会支部北九州水彩画会
093（551）6351【塚本】21㈮は16:00まで

大
ホ
ー
ル

展
示

コ
ー
ナ
ー

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ブラス・フェスティバル in 平尾台
学生ブラスバンドが平尾台に大集合。パレードや野外コンサートで競演。 30㈰ 10:00 無　料 平尾台自然の郷

093（452）2715※予備日（雨天中止の場合）5/3㈬㈷

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第55回北九州芸術祭　邦舞の会
日本舞踊 9㈰ 11:00 ￥2000 北九州邦友会　藤間秀乃進

093（671）4050
竹紫流（若竹会）創流20年おさらい会
日本舞踊 16㈰ 12:30 無　料 若竹会　池浦美保子

093（791）8323

大
ホ
ー
ル

※3月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

月

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

平尾台自然の郷 □休
□所　小倉南区平尾台1-1-1　　 093(452)2715　　 9:00～17:00（GW・夏休み中の休日は18:00まで）　「小倉南IC」約20分
　「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　　「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　　火曜日（祝日の場合は翌日休園）

□℡ □時小倉
南

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　110台（共用）　

□℡ □時若松

障

障



会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

新居妙子　柿渋染展 4㈫～9㈰ 無　料 黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268春のこっとう展 11㈫～16㈰ 無　料

６
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

劇団カッパ座　人形劇「つるのおんがえし」 8㈯ 13:30
大人（中学生以上） ￥1600

子ども（3歳～小学生） ￥1100 黒崎カッパ友の会事務局
070（6801）8224

※当日各￥500増

第55回北九州芸術祭　第43回剣詩舞邦楽大会 9㈰ 12:00 無　料 北九州剣詩舞邦楽協会
080（6446）6575【中司】

カラオケみはらグランドチャンピオン大会 16㈰ 9:20 無　料 カラオケみはら
093（671）7933【三原】

ポコ　ア　ポコ　コンサート2017 1㈯ 13:30 無　料 コスモスピアノ教室
093（622）0902【佐々木】

合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 5㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

第7回つつい町音楽教室ピアノ発表会 8㈯ 14:00 無　料 つつい町音楽教室
090（5733）9073【坂本】

北九州地区合同クラシック発表会 9㈰ 12:00 無　料 島村楽器㈱イオンモール直方店
0949（29）2555【岩本】

第23回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
フルートって素敵！　どうして？　辻香苗（フルート）・鹿野智子（ファゴット） 14㈮ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

すみれ会リトルコンサート 16㈰ 13:00 無　料 田村節子
093（651）5989

「なぜ生きる」上映会 20㈭ 10:30/14:00
/19:00

21㈮ 10:30/14:00

一般 ￥1000　障害者 ￥500
小学生以下 ￥500

※障害者の付添人（1名）は￥500

チューリップ企画
080（4102）3541【小林】

消化器がん　市民公開講座～外科治療から抗がん剤治療まで～ 22㈯ 13:00 無　料 消化器がん市民公開講座事務局
092（711）5491

シャンソン発表会上野教室 27㈭ 14:00 無　料 シャントゥーズ
093（617）3320【江藤】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
第55回北九州芸術祭総合美術展
第58回北九州美術家連盟会員展　洋画（会員の部）

3/29㈬
～4/2㈰

9:30～
17:30 無　料 北九州美術家連盟

093（651）6206【古川】第55回北九州芸術祭総合美術展
第58回北九州美術家連盟公募展　洋画（公募の部）

4㈫～
9㈰

9:30～
17:30

無　料
※9㈰は15:00まで

第55回北九州芸術祭総合美術展
第37回表装展　表装作品

11㈫～
16㈰

9:30～
17:30

無　料 北九州表装美術協会
093（244）5101【新尾】※16㈰は17:00まで

第55回北九州芸術祭総合美術展
写真作品募集展・第37回陶芸公募・会員展　写真・陶芸

18㈫～
23㈰

9:30～
17:30 無　料 北九州文化連盟

093（682）1591【田中】
第55回北九州芸術祭総合美術展
第37回北九州日本画　水墨画公募展　日本画・水墨画

25㈫～
30㈰

9:30～
17:30

無　料 西日本画連盟
093（671）1954【野田】※30㈰は16:00まで

全
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

篠崎ミュージックアカデミー北九州　九州交響楽団合同演奏会
～篠崎永育先生ヴァイオリン教育60周年を記念して～ 1㈯ 15:00 一般 ￥3000　学生 ￥1500

※当日各￥500増　※全席自由
実行委員会事務局
090（4583）4410

第55回北九州芸術祭　第3回大正琴コンサート
青葉城恋唄／いい日旅立ち／なごり雪／ハナミズキ／まつり／無錫旅情／わかれ 8㈯ 13:00 無　料 北九州大正琴文化連盟

093（741）1097【古森】

タカコバトントワリングDancing Club 10周年記念発表会 15㈯ 17:00 大人 ￥1000　小人（小学生以下） ￥500 タカコバトントワリング Dancing Club
090（7474）0273【宮之原】※膝上観覧無料、席が必要な場合は要入場料

劇団カッパ座　人形劇「つるのおんがえし」
等身大ぬいぐるみ人形劇 16㈰ 13:30

大人（中学生以上）￥1600
子ども（3歳～小学生）￥1100 北九州カッパ友の会

093（882）2038【篠田】
※当日各￥500増　※0～2歳で席が必要な場合は要入場料

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ROP（ロップ）フェス 23㈰ 14:00 ￥500 ROPミュージック
090（6770）0123

こ
や
の
せ
座

※3月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。
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黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休

□℡ □時八幡
西

月

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

■北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ
　北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。 （次回企画展は平成29年11月を予定しています）

□Ｐ□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　「美術館口」徒歩10分　　180台□℡北九州市立美術館本館戸畑

障

障

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

春企画展　「～木・和・美の技～木創りの道具たち」展
木のものづくりで技を極める！大工道具から見る木造建築の美 4/15㈯～7/9㈰ 大人 ￥300　小中生 ￥100

北九州イノベーションギャラリー
093（663)5411

※小学生未満無料

「旧八幡市制100周年記念事業 写真展 八幡、百年の記憶」展
旧八幡市の発足から100年目を迎え、記念の写真展を開催します。 3/1㈬～5/28㈰ 無　料

※対象：小学生以上

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

日曜写真クラブ　第11回作品展
写真家　四宮佑次氏の作品と他15人のそれぞれの視点で写した作品を展示 4/29㈯㈷～5/5㈮㈷ 無　料 090（2390)0610【西川】

※4/29㈯㈷は13:00から、5/5㈮㈷は13:00まで

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

春の特別展「ホントはすごい！どうぶつ展～飛ぶ！走る！泳ぐ！～」
空中、地上、水中で卓越した能力を発揮する生物を紹介。大どじょう展も開催。 開催中～5/14㈰

大人 ￥500　高大生 ￥300
小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展は別途料金が必要　※常設展とのセット券あり

春の特別展関連イベント「ナイトミュージアム」
照明を落とした夜の博物館を探検しよう！ 1㈯ 18:00

大人 ￥600　高大生 ￥400
小中生 ￥300

※小学生以下は保護者の参加が必要　※セブンチケットのみ取扱

春の特別展関連イベント「タネのグライダーづくり」
植物（ハネフクベ）の種のグライダーを作ります。

2㈰/9㈰
22㈯/30㈰

①14:00
②15:00

要特別展入場料
※小学生以下は保護者の参加が必要

ジオ体験「ジオの恵み：合馬のたけのこ掘り！」
合馬のたけのこを掘りながら環境や地質について楽しく学びます。 9㈰ 13:00

大人 ￥350　小学生 ￥150
（収穫代別￥300/1kg）

※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

歴史講演会「粕屋町阿恵遺跡調査－成果と課題－」
講師：粕屋町教育委員会　西垣 彰博氏、九州大学大学院教授　坂上 康俊氏 15㈯ 13:30 資料代 ￥800

※小学生以下は保護者の参加が必要

春の特別展関連イベント「ドジョウ博士講演会」
講師：福岡県保健環境研究所研究員　中島 淳氏 16㈰ 13:30 無　料

※小学生以下は保護者の参加が必要

恐竜教室「アースモールの恐竜たち・その1」
アースモールの恐竜などを解説して回ります。 22㈯ 14:00 無　料

※対象：小学生以上　※要事前申込（小学生は保護者同伴）

歴史探訪講座「北九州の城跡を歩く 帆柱山城跡」
北九州市の中世城郭跡を歩いて探訪します。 23㈰ 10:00

保険代 ￥50
※対象：里山でハイキングが可能な方
※要事前申込（小学生以下は保護者の参加が必要）

春の特別展関連イベント「びわ湖博士講演会」
講師：滋賀県立琵琶湖博物館学芸員　金尾 滋史氏 23㈰ 13:30 無　料

※小学生以下は保護者の参加が必要

室内講座「近世文書読み方講座」
江戸時代の古文書を読み進め、地域の歴史について調べる実践的な講座です。

4/26㈬～
H30.3/28㈬ 13:30

資料代 ￥600
（全12回分）

※対象：くずし字をある程度解読できる方
※要事前申込　※原則として毎月第4水曜日に開催

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第55回北九州芸術祭　春の子ども文化劇場
子ども向けの歌遊びや影絵などを行います。 23㈰ 14:00～

14:50 無　料

児童文化科学館
093（671)4566

サイエンスショー
化学変化で虹の七色 9㈰ 14:00～

14:50 無　料

なるほどザサイエンス『水の不思議』
子どもから大人まで身近なテーマで科学に親しみ、語り合いながら実験などを行います。 15㈯ 13:30～

15:30
無　料

※対象：小学生以上　※小学3年生以下は保護者同伴
※先着20名、3/18㈯から電話受付中

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月と木星など春の星空を望遠鏡で観察。 8㈯ 19:30～

21:00

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

※中学生以下は保護者同伴
※先着100名、3/25㈯から電話受付開始

大
集
会
室
会
議
室
工
作
室
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第55回北九州芸術祭　第51回狂言を楽しむ大会 2㈰ 12:30 無　料 北九州能楽連盟
093（472)5138【河原】

第55回北九州芸術祭　能楽大会 22㈯ 10:00 無　料 北九州能楽連盟
093（601)3088【田中】

能
舞
台

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

山田おじいさんのミュージカル
ギター演奏をしながら大型絵本の読み聞かせをします 8㈯ 13:00 無　料 北九州市立子どもの館

093（642）5555マイムスイッチのパントマイムショー
観客と一緒に物語に合わせたパントマイムを披露します 16㈰ 13:00 無　料15:00

イ
ベ
ン
ト
ひ
ろ
ば

※3月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2017.April

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

北九州市立旧百三十銀行ギャラリー □休
□所　八幡東区西本町1-20-2　　 093(661)9130　　 10:00～18:00
　「八幡駅」徒歩5分　　年末年始

□℡ □時八幡
東

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

月

北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） □休
□所　八幡東区尾倉2-6-6　　093(661)1122　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「八幡駅」徒歩10分　　「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分　　月曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）

□℡ □時八幡
東

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　4/12㈬、26㈬□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西

障



会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

新居妙子　柿渋染展 4㈫～9㈰ 無　料 黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268春のこっとう展 11㈫～16㈰ 無　料

６
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

劇団カッパ座　人形劇「つるのおんがえし」 8㈯ 13:30
大人（中学生以上） ￥1600

子ども（3歳～小学生） ￥1100 黒崎カッパ友の会事務局
070（6801）8224

※当日各￥500増

第55回北九州芸術祭　第43回剣詩舞邦楽大会 9㈰ 12:00 無　料 北九州剣詩舞邦楽協会
080（6446）6575【中司】

カラオケみはらグランドチャンピオン大会 16㈰ 9:20 無　料 カラオケみはら
093（671）7933【三原】

ポコ　ア　ポコ　コンサート2017 1㈯ 13:30 無　料 コスモスピアノ教室
093（622）0902【佐々木】

合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 5㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

第7回つつい町音楽教室ピアノ発表会 8㈯ 14:00 無　料 つつい町音楽教室
090（5733）9073【坂本】

北九州地区合同クラシック発表会 9㈰ 12:00 無　料 島村楽器㈱イオンモール直方店
0949（29）2555【岩本】

第23回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
フルートって素敵！　どうして？　辻香苗（フルート）・鹿野智子（ファゴット） 14㈮ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

すみれ会リトルコンサート 16㈰ 13:00 無　料 田村節子
093（651）5989

「なぜ生きる」上映会 20㈭ 10:30/14:00
/19:00

21㈮ 10:30/14:00

一般 ￥1000　障害者 ￥500
小学生以下 ￥500

※障害者の付添人（1名）は￥500

チューリップ企画
080（4102）3541【小林】

消化器がん　市民公開講座～外科治療から抗がん剤治療まで～ 22㈯ 13:00 無　料 消化器がん市民公開講座事務局
092（711）5491

シャンソン発表会上野教室 27㈭ 14:00 無　料 シャントゥーズ
093（617）3320【江藤】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
第55回北九州芸術祭総合美術展
第58回北九州美術家連盟会員展　洋画（会員の部）

3/29㈬
～4/2㈰

9:30～
17:30 無　料 北九州美術家連盟

093（651）6206【古川】第55回北九州芸術祭総合美術展
第58回北九州美術家連盟公募展　洋画（公募の部）

4㈫～
9㈰

9:30～
17:30

無　料
※9㈰は15:00まで

第55回北九州芸術祭総合美術展
第37回表装展　表装作品

11㈫～
16㈰

9:30～
17:30

無　料 北九州表装美術協会
093（244）5101【新尾】※16㈰は17:00まで

第55回北九州芸術祭総合美術展
写真作品募集展・第37回陶芸公募・会員展　写真・陶芸

18㈫～
23㈰

9:30～
17:30 無　料 北九州文化連盟

093（682）1591【田中】
第55回北九州芸術祭総合美術展
第37回北九州日本画　水墨画公募展　日本画・水墨画

25㈫～
30㈰

9:30～
17:30

無　料 西日本画連盟
093（671）1954【野田】※30㈰は16:00まで

全
展
示
室

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

篠崎ミュージックアカデミー北九州　九州交響楽団合同演奏会
～篠崎永育先生ヴァイオリン教育60周年を記念して～ 1㈯ 15:00 一般 ￥3000　学生 ￥1500

※当日各￥500増　※全席自由
実行委員会事務局
090（4583）4410

第55回北九州芸術祭　第3回大正琴コンサート
青葉城恋唄／いい日旅立ち／なごり雪／ハナミズキ／まつり／無錫旅情／わかれ 8㈯ 13:00 無　料 北九州大正琴文化連盟

093（741）1097【古森】

タカコバトントワリングDancing Club 10周年記念発表会 15㈯ 17:00 大人 ￥1000　小人（小学生以下） ￥500 タカコバトントワリング Dancing Club
090（7474）0273【宮之原】※膝上観覧無料、席が必要な場合は要入場料

劇団カッパ座　人形劇「つるのおんがえし」
等身大ぬいぐるみ人形劇 16㈰ 13:30

大人（中学生以上）￥1600
子ども（3歳～小学生）￥1100 北九州カッパ友の会

093（882）2038【篠田】
※当日各￥500増　※0～2歳で席が必要な場合は要入場料

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ROP（ロップ）フェス 23㈰ 14:00 ￥500 ROPミュージック
090（6770）0123

こ
や
の
せ
座

※3月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休

□℡ □時八幡
西

月

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

■北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ
　北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。 （次回企画展は平成29年11月を予定しています）

□Ｐ□所　戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　　093（882）7777　　「美術館口」徒歩10分　　180台□℡北九州市立美術館本館戸畑

障

障

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡
西



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

■
第
85
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
記
念
演
奏
会
ｉ
ｎ
北
九
州

５
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル
（
八
幡
東
区
平
野
）
。
若
い
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
が
魅
力
の
コ
ン

サ
ー
ト
。
出
演
は
バ
イ
オ
リ
ン
森
山

ま
ひ
る
（
北
九
州
市
出
身
）
、
ソ
プ

ラ
ノ
村
元
彩
夏
、
ピ
ア
ノ
樋
口
一
朗
。

予
定
曲
目
は
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
「
バ

イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
２
番
ニ
長
調
」
、

シ
ョ
パ
ン
「
即
興
曲
第
３
番
変
ト
長

調
」
ほ
か
。
全
席
指
定
。
入
場
料
一

般
２
０
０
０
円
、
25
歳
以
下
１
０
０

０
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。
託
児

サ
ー
ビ
ス
有
り
（
有
料
・
要
予
約
）
。

響
ホ
ー
ル
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
創
立
40
周
年
記
念

北
九
州
市
小
倉
少
年
少
女
合
唱
団

第
50
回
定
期
演
奏
会

４
月
29
日（
土
・
祝
）午
後
２
時
30
分

開
場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
芸
術

劇
場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／

リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）
。

〝
40
年
の
歴
史
と
伝
統
を
美
し
い
歌

声
に
こ
め
て
、
楽
し
く
あ
た
た
か
く

み
ん
な
の
心
に
届
け
よ
う
〞
を
テ
ー

マ
に
歌
う
。
曲
目
は
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
『
く
る
み
割
り
人
形
』
ほ
か
。

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
出
演
予
定
。
全
席
自

由
。
入
場
料
１
０
０
０
円
。

北
九
州
市
小
倉
少
年
少
女
合
唱
団

（
髙
山
）

０
９
０
（
３
４
６
３
）
５
３
６
８

■
オ
ー
ル
北
九
州
ロ
ケ
映
画

『
グ
ッ
バ
イ
エ
レ
ジ
ー
』
公
開

３
月
25
日
（
土
）
か
ら
小
倉
昭
和
館

ほ
か
で
全
国
順
次
公
開
。
イ
オ
ン
シ

ネ
マ
戸
畑
は
４
月
１
日
（
土
）
か
ら

公
開
。
北
九
州
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
支
援
し
、
平
成
28
年
７
月

か
ら
８
月
に
か
け
て
、
門
司
港
・
旦

過
地
区
な
ど
、
全
編
北
九
州
市
内
50

カ
所
で
撮
影
。
故
郷
・
北
九
州
に
帰

っ
て
き
た
映
画
監
督
の
主
人
公
が
、

郷
里
と
家
族
へ
の
愛
、
果
て
ぬ
映
画

へ
の
想
い
に
気
付
く
物
語
。
監
督
・

脚
本
、
三
村
順
一
。
出
演
は
大
杉
漣
、

石
野
真
子
、
藤
吉
久
美
子
、
吉
田
栄

作
な
ど
。
映
画
ロ
ケ
地
〝
北
九
州
の

名
所
〞
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
付
前
売
券
１

１
０
０
円
。
詳
細
は
映
画
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（goodbyeelegy.com

/

）

で
確
認
。

北
九
州
市
文
化
企
画
課

０
９
３
（
５
８
２
）
２
３
８
９

■
春
の
め
ざ
め

６
月
４
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
開

場
、
同
１
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
中
劇
場
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ
バ

ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）
。
思
春

　
『
筋
ト
レ
ダ
イ
エ
ッ
ト
』
の
目
標

を
決
め
た
か
ら
に
は
（
前
号
で
決
意

表
明
！
）
、
行
動
を
起
こ
さ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ジ
ム
に
通
い
始
め

ま
し
た
。
ム
キ
ム
キ
に
な
っ
た
身
体

を
想
像
し
な
が
ら
、
マ
シ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
楽
器
の
練
習
、

ど
こ
と
な
く
似
て
い
ま
す
（
楽
器
の

練
習
も
あ
る
意
味
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR
駅、市民会館、市民センタ
ー、生涯学習センター、図書
館、北九州空港、男女共同参
画センター・ムーブ、井筒
屋、モノレール駅、北九州芸
術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど 『春のめざめ』出演（大野いと・志尊淳・栗原類）

©2017「グッバイエレジー」製作委員会

『第85回 日本音楽コンクール
受賞記念演奏会 in 北九州』チラシ

北九州市小倉少年少女合唱団
第49回定期演奏会の様子

す
ね
）
。
自
分
に
課
し
た
ノ
ル
マ
を

黙
々
と
こ
な
し
て
い
く
だ
け
で
す
。

一
つ
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
ジ
ム

に
来
て
い
る
方
々
は
、
気
付
い
た
こ

と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
声
を
か
け
て
く

れ
る
こ
と
で
す
。
筋
ト
レ
の
仕
方
、

マ
シ
ン
や
身
体
の
使
い
方
、
誰
も
が

躊
躇
な
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま

す
。
私
も
元
来
お
せ
っ
か
い
な
性
格

な
の
で
、
ジ
ム
の
お
客
さ
ま
の
性
格

は
と
て
も
性
に
合
い
ま
す
。
と
い
う

の
も
、
私
は
大
手
町
練
習
場
で
知
ら

な
い
方
の
部
屋
を
ノ
ッ
ク
し
て
、

「
今
の
と
こ
ろ
、
も
う
少
し
◯
◯
に

弾
い
た
方
が
良
く
な
い
で
す
か
」
な

ん
て
声
を
か
け
、
嫌
な
顔
を
さ
れ
た

こ
と
も
数
知
れ
ず
。
は
た
ま
た
、
気

に
入
っ
た
演
奏
を
聴
け
ば
、
知
ら
な

い
方
に
も
「
す
ば
ら
し
い
」
と
声
か

け
る
。
何
気
な
い
言
葉
も
、
受
け
取

る
側
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
助
言

・
賛
辞
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
各
々
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
没
頭

し
つ
つ
も
、
周
囲
に
目
を
配
り
ア
ド

バ
イ
ス
」
。
よ
し
、
こ
れ
だ
！
　
う

ち
の
子
ど
も
達
に
も
身
に
付
け
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画

を
し
て
、
取
り
込
ん
で
い
こ
う
！

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
共
通
点

　

ち
ゅ
う
ち
ょ

お
も

情
報
コ
ー
ナ
ー

期
の
少
年
た
ち
の
性
へ
の
目
覚
め
や

心
の
葛
藤
を
描
い
た
、
劇
作
家
フ
ラ

ン
ク
・
ベ
デ
キ
ン
ト
の
問
題
作
を
原

作
版
ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
と
し
て
白

井
晃
が
演
出
。
出
演
は
志
尊
淳
、
大

野
い
と
、
栗
原
類
な
ど
。
全
席
指
定
。

一
般
５
８
０
０
円
、
ユ
ー
ス
（
24
歳

以
下
）
３
０
０
０
円
、
高
校
生
〔
的
〕

チ
ケ
ッ
ト
１
５
０
０
円
。
託
児
有
、

未
就
学
児
入
場
不
可
。
一
般
発
売
は

４
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
。

北
九
州
芸
術
劇
場

０
９
３
（
５
６
２
）
２
６
５
５

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

アンサンブルΦコンサート
宮谷理香（ピアノ）、礒絵里子（ヴァイオリン）、水谷川優子（チェロ）
Ｆ．ショパン：子犬のワルツ　Ａ．アレンスキー：ピアノ三重奏曲第1番ニ短調　ほか

21㈮ 19:00
S席 ￥4500　A席 ￥3500

U-25席 ￥2000
（学生問わず25歳以下、要証明）

※対象：小学生以上　※S席、U-25席は労音事務局のみ取扱

北九州労音
093（571）0227【野知】

第55回北九州芸術祭　箏・三絃・尺八演奏会
箏・三絃・尺八による日本古来の楽曲演奏会です 23㈰ 11:00 ￥1000

※対象：小学生以上
北九州三曲協会

0979（82）4103【浅成】
北九州交響吹奏楽団　第59回定期演奏会
演奏曲目：シバの女王ベルキス、2017年吹奏楽コンクール課題曲　など 29㈯㈷ 15:00 一般 ￥800

※高校生以下無料　※当日￥200増
北九州交響吹奏楽団

090（7984）2709【山本】
矢持真希子ピアノリサイタル
ショパン：英雄ポロネーズ／ラフマニノフ：ピアノソナタ第2番　ほか 1㈯ 14:00 ￥2000

（前売・当日共）
矢持真希子後援会

090（3548）6272【矢持】

ポプラの会 8㈯ 12:15 無　料 ポプラの会
093（645）4237【小野】

アテカPianoClass　ピアノコンサート
1年の練習の成果を皆さまにお披露目するコンサートです。ぜひご来場ください 9㈰ お問い合わせ

ください 無　料 アテカPianoClass
090（1808）8816【外川】

島田久三江　ヴァイオリンリサイタル
シューベルト：ソナチネ ／ グリーグ：ソナタ ／ ストラヴィンスキー：イタリア組曲 15㈯ 18:30 一般 ￥2500　学生 ￥1000 若葉の会

090（5022）2380【島田】※対象：4歳以上

50回目の発表会です。いろんな曲に挑戦します。ぜひ聴きに来てください。
ピアノ発表会 16㈰ 14:20 無　料 戸畑ミュージックセンター

093（231）0455【上森】
Another World 2017　3rd ツアー　全盲のヴァイオリニスト　穴澤雄介と響きあう仲間たち
1人1人違うカラフルな私たち。混ざり合い、良い時間を共に創りましょう！ 21㈮ 19:00 大人 ￥2000　中高生 ￥1000 090（4510）0585【中西】

※小学生以下無料　※当日各￥500増　※事前予約推奨

花びらコンサート 23㈰ 14:00 無　料 中原さわやか
093（882）7187【山縣】

井澤裕介　サクソフォンリサイタル
～音楽が想い描く“陽”と“陰”～ 27㈭ 19:00 一般 ￥2500　高校生以下 ￥1000

※対象：小学生以上　※当日￥500増
090（1874）0944【井澤】

音楽の宝石箱　vol.5　～風の旋律～
ソプラノ：吉住さと子　ギター：橋口武史　尺八・土笛：山崎箜山　フルート：松本優哉 29㈯㈷ 14:00 一般 ￥2000　学生 ￥1000 Musica Antiqva（ムジカ・アンティクア）

090（7980）6439【吉住】※対象：小学生以上　※当日￥500増

講演会「90歳を元気で迎えるための道しるべ」
16㈰

13:00
￥500

※対象：20歳以上
※要事前申込（3/31㈮、定員になり次第締め切り）

高齢者のためのイベント実行委員会
090（5021）0204【常光】23㈰

中
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

多
目
的

ホ
ー
ル

タイトル 期間 時間 会場 入場料 問合せ先

短歌大会 4/9㈰ 10:00～
17:00

北九州市立
生涯学習総合センター 無　料 北九州歌人協会

093（651）6404【小林】

北九州いけばな協会「いけばな展」 4/14㈮
～17㈪

10:00～
18:30

小倉井筒屋新館9Ｆ
パステルホール

￥350 北九州いけばな協会
093（931）0072【植田】※当日￥150増　※15㈯、17㈪は17:00まで

お煎茶の会 4/29㈯㈷ 10:00～
14:00

北九州市立
生涯学習総合センター ￥1000 北九州煎茶道連盟

093（962）6548【築山】

北九州漢詩大会

その他の加盟団体の催事の詳細は、「第55回北九州芸術祭」パンフレットと本誌4月号・5月号をご参照ください

5/12㈮ 10:00～
12:30 北九州ハイツ 無　料 北九州漢詩会

093（622）3251【向井】

9 かるかる 2017.April

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／2017.4.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 803-0812 北九州市小倉北区室町1－1－1－11－5F
　TEL:093（562）3027　FAX:093（562）3029　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1609001A号

2017年
4月号表紙

「おもい、思いに。」

※3月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります障

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

月

障

障

障

【主催】北九州文化連盟・毎日新聞　　【共催】北九州市・北九州市教育委員会　　【特別協賛】（公財）芳賀文化財団・福岡ひびき信用金庫

お問合せ先 北九州文化連盟　TEL 093-682-1591　E-mail: kitakyu_bunren@yahoo.co.jp

第55回北九州芸術祭　4月1日㈯～5月28日㈰

◆日時：4月1日㈯～5月28日㈰
◆会場：北九州市内各会場

―芸術・文化の新たな時代へ歩み続ける北九州文化連盟―

北九州芸術祭開会式
◆日時：4月1日㈯　16：00
◆会場：北九州市立八幡西生涯学習総合センター
  （北九州市八幡西区黒崎3-15-3 コムシティ3F）

4月
16：00

1㈯

※参加団体および各催事の詳細は、本誌4月号・5月号（4月20日から順次配布）の
　9～15 ページの催事情報と下記の表をご参照ください

◎「第55回北九州芸術祭」のパンフレットは各区役所・各市民センターなどに設置！

「第55回北九州芸術祭」パンフレット表紙



8※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

■
第
85
回
日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
記
念
演
奏
会
ｉ
ｎ
北
九
州

５
月
28
日
（
日
）
午
後
２
時
開
場
、

同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響
ホ
ー

ル
（
八
幡
東
区
平
野
）
。
若
い
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
が
魅
力
の
コ
ン

サ
ー
ト
。
出
演
は
バ
イ
オ
リ
ン
森
山

ま
ひ
る
（
北
九
州
市
出
身
）
、
ソ
プ

ラ
ノ
村
元
彩
夏
、
ピ
ア
ノ
樋
口
一
朗
。

予
定
曲
目
は
プ
ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
「
バ

イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
２
番
ニ
長
調
」
、

シ
ョ
パ
ン
「
即
興
曲
第
３
番
変
ト
長

調
」
ほ
か
。
全
席
指
定
。
入
場
料
一

般
２
０
０
０
円
、
25
歳
以
下
１
０
０

０
円
。
未
就
学
児
入
場
不
可
。
託
児

サ
ー
ビ
ス
有
り
（
有
料
・
要
予
約
）
。

響
ホ
ー
ル
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

■
創
立
40
周
年
記
念

北
九
州
市
小
倉
少
年
少
女
合
唱
団

第
50
回
定
期
演
奏
会

４
月
29
日（
土
・
祝
）午
後
２
時
30
分

開
場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
芸
術

劇
場
大
ホ
ー
ル
（
小
倉
北
区
室
町
／

リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）
。

〝
40
年
の
歴
史
と
伝
統
を
美
し
い
歌

声
に
こ
め
て
、
楽
し
く
あ
た
た
か
く

み
ん
な
の
心
に
届
け
よ
う
〞
を
テ
ー

マ
に
歌
う
。
曲
目
は
合
唱
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
『
く
る
み
割
り
人
形
』
ほ
か
。

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
出
演
予
定
。
全
席
自

由
。
入
場
料
１
０
０
０
円
。

北
九
州
市
小
倉
少
年
少
女
合
唱
団

（
髙
山
）

０
９
０
（
３
４
６
３
）
５
３
６
８

■
オ
ー
ル
北
九
州
ロ
ケ
映
画

『
グ
ッ
バ
イ
エ
レ
ジ
ー
』
公
開

３
月
25
日
（
土
）
か
ら
小
倉
昭
和
館

ほ
か
で
全
国
順
次
公
開
。
イ
オ
ン
シ

ネ
マ
戸
畑
は
４
月
１
日
（
土
）
か
ら

公
開
。
北
九
州
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
支
援
し
、
平
成
28
年
７
月

か
ら
８
月
に
か
け
て
、
門
司
港
・
旦

過
地
区
な
ど
、
全
編
北
九
州
市
内
50

カ
所
で
撮
影
。
故
郷
・
北
九
州
に
帰

っ
て
き
た
映
画
監
督
の
主
人
公
が
、

郷
里
と
家
族
へ
の
愛
、
果
て
ぬ
映
画

へ
の
想
い
に
気
付
く
物
語
。
監
督
・

脚
本
、
三
村
順
一
。
出
演
は
大
杉
漣
、

石
野
真
子
、
藤
吉
久
美
子
、
吉
田
栄

作
な
ど
。
映
画
ロ
ケ
地
〝
北
九
州
の

名
所
〞
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
付
前
売
券
１

１
０
０
円
。
詳
細
は
映
画
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（goodbyeelegy.com

/

）

で
確
認
。

北
九
州
市
文
化
企
画
課

０
９
３
（
５
８
２
）
２
３
８
９

■
春
の
め
ざ
め

６
月
４
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
開

場
、
同
１
時
開
演
。
北
九
州
芸
術
劇

場
中
劇
場
（
小
倉
北
区
室
町
／
リ
バ

ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６
Ｆ
）
。
思
春

　
『
筋
ト
レ
ダ
イ
エ
ッ
ト
』
の
目
標

を
決
め
た
か
ら
に
は
（
前
号
で
決
意

表
明
！
）
、
行
動
を
起
こ
さ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ジ
ム
に
通
い
始
め

ま
し
た
。
ム
キ
ム
キ
に
な
っ
た
身
体

を
想
像
し
な
が
ら
、
マ
シ
ン
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
楽
器
の
練
習
、

ど
こ
と
な
く
似
て
い
ま
す
（
楽
器
の

練
習
も
あ
る
意
味
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR
駅、市民会館、市民センタ
ー、生涯学習センター、図書
館、北九州空港、男女共同参
画センター・ムーブ、井筒
屋、モノレール駅、北九州芸
術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど 『春のめざめ』出演（大野いと・志尊淳・栗原類）

©2017「グッバイエレジー」製作委員会

『第85回 日本音楽コンクール
受賞記念演奏会 in 北九州』チラシ

北九州市小倉少年少女合唱団
第49回定期演奏会の様子

す
ね
）
。
自
分
に
課
し
た
ノ
ル
マ
を

黙
々
と
こ
な
し
て
い
く
だ
け
で
す
。

一
つ
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
ジ
ム

に
来
て
い
る
方
々
は
、
気
付
い
た
こ

と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
声
を
か
け
て
く

れ
る
こ
と
で
す
。
筋
ト
レ
の
仕
方
、

マ
シ
ン
や
身
体
の
使
い
方
、
誰
も
が

躊
躇
な
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま

す
。
私
も
元
来
お
せ
っ
か
い
な
性
格

な
の
で
、
ジ
ム
の
お
客
さ
ま
の
性
格

は
と
て
も
性
に
合
い
ま
す
。
と
い
う

の
も
、
私
は
大
手
町
練
習
場
で
知
ら

な
い
方
の
部
屋
を
ノ
ッ
ク
し
て
、

「
今
の
と
こ
ろ
、
も
う
少
し
◯
◯
に

弾
い
た
方
が
良
く
な
い
で
す
か
」
な

ん
て
声
を
か
け
、
嫌
な
顔
を
さ
れ
た

こ
と
も
数
知
れ
ず
。
は
た
ま
た
、
気

に
入
っ
た
演
奏
を
聴
け
ば
、
知
ら
な

い
方
に
も
「
す
ば
ら
し
い
」
と
声
か

け
る
。
何
気
な
い
言
葉
も
、
受
け
取

る
側
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
助
言

・
賛
辞
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
「
各
々
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
没
頭

し
つ
つ
も
、
周
囲
に
目
を
配
り
ア
ド

バ
イ
ス
」
。
よ
し
、
こ
れ
だ
！
　
う

ち
の
子
ど
も
達
に
も
身
に
付
け
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画

を
し
て
、
取
り
込
ん
で
い
こ
う
！

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
共
通
点

　

ち
ゅ
う
ち
ょ

お
も

情
報
コ
ー
ナ
ー

期
の
少
年
た
ち
の
性
へ
の
目
覚
め
や

心
の
葛
藤
を
描
い
た
、
劇
作
家
フ
ラ

ン
ク
・
ベ
デ
キ
ン
ト
の
問
題
作
を
原

作
版
ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
と
し
て
白

井
晃
が
演
出
。
出
演
は
志
尊
淳
、
大

野
い
と
、
栗
原
類
な
ど
。
全
席
指
定
。

一
般
５
８
０
０
円
、
ユ
ー
ス
（
24
歳

以
下
）
３
０
０
０
円
、
高
校
生
〔
的
〕

チ
ケ
ッ
ト
１
５
０
０
円
。
託
児
有
、

未
就
学
児
入
場
不
可
。
一
般
発
売
は

４
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
。

北
九
州
芸
術
劇
場

０
９
３
（
５
６
２
）
２
６
５
５
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
蛭
子
能
収
の
展
覧
会
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
１
９
４
７
年
熊
本
生
ま
れ

・
長
崎
育
ち
の
蛭
子
は
、
今
年
で
70

歳
に
な
り
ま
す
。
名
前
だ
け
で
は
ピ

ン
と
来
な
い
と
い
う
方
も
、
テ
レ
ビ

に
登
場
す
る
ほ
ん
わ
か
と
し
た
姿
を

見
れ
ば
、
「
あ
あ
、
〝
蛭
子
さ
ん
〞

だ
」
と
、
う
な
ず
か
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
２
０
１
１
年
に
故

郷
の
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
で
初
め

て
の
大
き
な
個
展
を
開
催
し
、
東
京
、

金
沢
な
ど
を
巡
回
し
た
後
、
北
九
州

に
作
品
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
今
月

は
先
月
号
に
引
き
続
き
、
蛭
子
ワ
ー

ル
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
や
「
ロ
ー
カ

ル
路
線
バ
ス
乗
り
継
ぎ
の
旅
」
の
出

演
な
ど
人
前
に
出
る
こ
と
も
多
い
蛭

子
で
す
が
、
も
と
も
と
は
20
代
前
半
、

大
阪
万
博
の
年
に
長
崎
か
ら
上
京
し
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。

１
９
７
３
年
に
な
っ
て
雑
誌『
ガ
ロ
』

で
漫
画
家
デ
ビ
ュ
ー
。
『
ガ
ロ
』
に

掲
載
さ
れ
た
『
パ
チ
ン
コ
』
は
、
妻

子
あ
る
身
の
主
人
公
が
出
掛
け
た
先

で
起
こ
る
こ
と
を
、
淡
々
と
つ
づ
っ

た
17
ペ
ー
ジ
の
作
品
で
す
。
そ
の
後

も
、
『
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
危
機
一
髪
』

や
『
う
な
ぎ
の
日
』
な
ど
、
主
人
公

が
不
条
理
な
出
来
事
に
出
会
っ
た
り

読
者
を
異
空
間
に
誘
っ
た
り
す
る
作

品
を
発
表
し
て
い
き
ま
す
。

　
80
年
代
か
ら
は
劇
団
「
東
京
乾
電

池
」
へ
参
加
。
俳
優
や
映
画
監
督
な

ど
、
現
在
に
至
る
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
雑
誌
の
挿

絵
も
手
掛
け
、
『
ヘ
タ
ウ
マ
な
愛
』

『
蛭
子
の
論
語
』
な
ど
の
著
作
も
発

売
中
で
す
。
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る

の
は
、
蛭
子
が
11
年
に
一
挙
に
描
い

た
数
十
点
の
う
ち
の
一
群
で
す
。

　
例
え
ば
『
か
く
れ
ん
ぼ
』
は
年
齢

不
詳
の
人
物
が
半
分
だ
け
木
の
幹
か

ら
姿
を
見
せ
て
い
る
背
後
に
、
巨
大

な
血
走
っ
た
眼
が
怪
し
げ
に
見
つ
め

て
い
る
と
い
う
も
の
。
『
珈
琲
か
ら

逃
げ
る
馬
』
や
『
く
つ
ろ
ぐ
ヌ
コ
』

も
、
人
面
の
馬
や
巨
大
な
ネ
コ
に
し

か
見
え
な
い
何
か
〝
ヌ
コ
〞
が
出
て

き
た
り
し
て
、
な
ん
と
も
意
味
あ
り

げ
で
す
。
そ
の
他
に
も
汗
だ
く
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
整
列
し
て
い
る
絵
な

ど
、
見
飽
き
な
い
作
品
が
め
じ
ろ
押

し
で
す
。

　
作
者
の
蛭
子
は
５
月
５
日
の
似
顔

絵
サ
イ
ン
会
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
来

館
す
る
予
定
で
す
。
会
場
で
、
蛭
子

作
品
と
共
に
い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違

っ
た
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

©蛭子能収

『くつろぐヌコ』2011年

『かくれんぼ』2011年

『空を歩く少年』2011年

『パチンコ』1973年

『街路樹』2011年

シ
ン
・
え
び
す
リ
ア
リ
ズ
ム
〜
蛭
子
さ
ん
の
展
覧
会
〜

Information
シン・えびすリアリズム～蛭子さんの展覧会～

え
び
す
よ
し
か
ず

漫画
hiroba 柴　田　沙　良

北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Sara Shibata

【会場】北九州市漫画ミュージアム企画展示室(あるあるCity5F)
【開催期間】3月18日(土)～5月21日(日)
【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日(3月28日・4月4日・5月2日は開館)
【入館料】一般500円　中高生300円　小学生200円
【常設展とのセット券】一般700円　中高生400円　小学生250円
※小学生未満無料　
※詳しくは北九州市漫画ミュージアムのホームページをご覧ください
http://www.ktqmm.jp/
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

『珈琲から逃げる馬』2011年

7 CulCul  2017. April

　
地
球
上
で
生
活
し
て
い
る
動
物
た

ち
は
、
私
た
ち
人
間
と
違
っ
て
、
み

ん
な
生
身
の
体
一
つ
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
鳥
は
翼
を
使
っ
て

飛
び
、
獣
は
４
本
脚
を
使
っ
て
走
り
、

魚
は
体
を
く
ね
ら
せ
鰭
を
使
っ
て
泳

ぐ
と
い
っ
た
具
合
に
、
自
分
の
体
を

使
っ
て
移
動
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
ハ
ヤ
ブ
サ
は
時
速
３
０
０
キ
ロ
以

上
で
急
降
下
し
、
ア
ネ
ハ
ヅ
ル
は
酸

素
の
希
薄
な
５
０
０
０
〜
８
０
０
０

メ
ー
ト
ル
級
の
山
脈
を
軽
々
と
飛
び

越
え
て
行
き
ま
す
。
ノ
ミ
は
体
長
の

１
０
０
倍
以
上
の
高
さ
ま
で
飛
び
跳

ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
チ
ー
タ
ー

は
お
よ
そ
時
速
１
０
０
キ
ロ
で
走
る

こ
と
が
で
き
、
バ
シ
ョ
ウ
カ
ジ
キ
は

時
速
１
０
０
キ
ロ
以
上
で
泳
ぎ
、
コ

ウ
テ
イ
ペ
ン
ギ
ン
は
水
深
５
４
０
メ

ー
ト
ル
ま
で
も
潜
れ
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
で
な
く
と
も
、

ス
ズ
メ
や
カ
ラ
ス
や
ハ
ト
は
私
た
ち

の
周
り
で
軽
々
と
飛
び
回
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
素
直
に
考
え
て
み
る
と
、

な
か
な
か
す
ご
い
こ
と
で
す
。
ち
な

み
に
、
身
長
１
３
４
セ
ン
チ
、
体
重

30
キ
ロ
の
小
学
４
年
生
が
、
ハ
ト
の

よ
う
に
時
速
40
キ
ロ
で
飛
ぼ
う
と
し

た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
の
大
き
さ
の

翼
が
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

体
重
と
速
度
と
翼
面
積
な
ど
の
関
係

式
か
ら
計
算
す
る
と
、
幅
１
メ
ー
ト

ル
の
翼
を
広
げ
た
場
合
、
そ
の
両
翼

の
端
か
ら
端
ま
で
の
長
さ
は
６
・
３

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
翼
を
羽
ば
た
か
せ
る
た

め
の
強
力
な
筋
肉
や
、
そ
の
筋
肉
に

大
量
の
酸
素
を
補
給
で
き
る
仕
組
み

が
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
現
在
地
球

上
で
飛
ぶ
こ
と
の
で
き
る
最
も
重
い

鳥
類
は
ア
フ
リ
カ
オ
オ
ノ
ガ
ン
で
体

重
の
最
大
値
は
19
キ
ロ
で
す
。
そ
れ

か
ら
す
る
と
、
小
学
４
年
生
の
体
重

は
重
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
地
球
史
上
最
大

の
空
飛
ぶ
生
物
は
、
中
生
代
白
亜
紀

に
い
た
翼
竜
ケ
ツ
ァ
ル
コ
ア
ト
ル
ス

（
全
長
約
６
・
５
メ
ー
ト
ル
）
と
言

わ
れ
、
そ
の
翼
を
広
げ
た
長
さ
は
約

10
メ
ー
ト
ル
（
平
均
幅
１
・
３
メ
ー

ト
ル
）
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

翼
開
長
６
・
３
メ
ー
ト
ル
の
翼
で
羽

ば
た
く
こ
と
が
物
理
的
に
不
可
能
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
む

し
ろ
生
理
学
的
、
解
剖
学
的
な
身
体

条
件
が
極
め
て
重
要
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
な
動
物
の

〝
す
ご
い
能
力
〞
に
つ
い
て
改
め
て

見
直
し
て
み
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
機

会
に
、
北
九
州
市
立
総
合
農
事
セ
ン

タ
ー
で
「
さ
っ
ち
ゃ
ん
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
、
２
０
１
４
年
１
月
に
亡

く
な
っ
た
木
曽
馬
長
寿
日
本
一
（
33

歳
）
の
「
幸
春
号
」
の
剥
製
も
特
別

公
開
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
頃
か
ら

身
近
な
水
生
生
物
の
調
査
と
保
全
に

熱
心
な
活
動
を
続
け
て
い
る
「
北
九

州
・
魚
部
」
の
特
別
協
力
に
よ
る

「
大
ど
じ
ょ
う
展
」
も
開
催
し
ま
す
。

日
本
産
の
全
33
種
・
亜
種
の
ド
ジ
ョ

ウ
類
を
一
堂
に
集
め
て
生
体
飼
育
展

示
（
１
亜
種
は
標
本
展
示
）
を
行
う
、

日
本
の
ド
ジ
ョ
ウ
の
全
て
が
分
か
る

空
前
絶
後
の
企
画
で
す
。
併
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

写真１　鳥類で最も高速で飛べるハヤブサ

写真２　体長の100倍以上の高さまで飛び跳ねるネコノミ

写真３　時速100キロ前後で走れるチーター

写真４　水中を時速100キロ以上で泳ぐバショウカジキ

写真５　木曽馬長寿日本一（33歳）の幸春号（さっちゃん）

写真６　天然記念物で絶滅危惧種ドジョウのアユモドキ
（井上大輔氏提供）

武　石　全　慈 Masayoshi Takeishi北九州市立いのちのたび博物館　学芸員

ホントはすごい！どうぶつ展 ～飛ぶ！走る！泳ぐ！～

Information

【会期】3月18日（土）～5月14日（日）　※会期中無休
【開館時間】午前9時～午後5時
（最終入館は午後4時30分まで）
【入場料】大人500円（400円）　高大生300円（240円）　
小中生200円（160円）　（　）内は団体料金
常設展とのセット券あり
詳細は、ホームページまたは博物館までお問い合わせください

【会場内同時開催】大どじょう展（北九州・魚部特別協力）
【お問合せ】北九州市立いのちのたび博物館
093(681)1011　　http://www.kmnh.jp/

ひ
れ

よ
く
か
い
ち
ょ
う

ホントはすごい！どうぶつ展 ～飛ぶ！走る！泳ぐ！～
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収
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９
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で
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後
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ウ
マ
な
愛
』

『
蛭
子
の
論
語
』
な
ど
の
著
作
も
発

売
中
で
す
。
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
す
る

の
は
、
蛭
子
が
11
年
に
一
挙
に
描
い

た
数
十
点
の
う
ち
の
一
群
で
す
。

　
例
え
ば
『
か
く
れ
ん
ぼ
』
は
年
齢

不
詳
の
人
物
が
半
分
だ
け
木
の
幹
か

ら
姿
を
見
せ
て
い
る
背
後
に
、
巨
大

な
血
走
っ
た
眼
が
怪
し
げ
に
見
つ
め

て
い
る
と
い
う
も
の
。
『
珈
琲
か
ら

逃
げ
る
馬
』
や
『
く
つ
ろ
ぐ
ヌ
コ
』

も
、
人
面
の
馬
や
巨
大
な
ネ
コ
に
し

か
見
え
な
い
何
か
〝
ヌ
コ
〞
が
出
て

き
た
り
し
て
、
な
ん
と
も
意
味
あ
り

げ
で
す
。
そ
の
他
に
も
汗
だ
く
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
が
整
列
し
て
い
る
絵
な

ど
、
見
飽
き
な
い
作
品
が
め
じ
ろ
押

し
で
す
。

　
作
者
の
蛭
子
は
５
月
５
日
の
似
顔

絵
サ
イ
ン
会
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
来

館
す
る
予
定
で
す
。
会
場
で
、
蛭
子

作
品
と
共
に
い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違

っ
た
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た

ら
幸
い
で
す
。

©蛭子能収

『くつろぐヌコ』2011年

『かくれんぼ』2011年

『空を歩く少年』2011年

『パチンコ』1973年

『街路樹』2011年

シ
ン
・
え
び
す
リ
ア
リ
ズ
ム
〜
蛭
子
さ
ん
の
展
覧
会
〜

Information
シン・えびすリアリズム～蛭子さんの展覧会～

え
び
す
よ
し
か
ず

漫画
hiroba 柴　田　沙　良

北九州市漫画ミュージアム　学芸員
漫画と北九州

Sara Shibata

【会場】北九州市漫画ミュージアム企画展示室(あるあるCity5F)
【開催期間】3月18日(土)～5月21日(日)
【開館時間】午前11時～午後7時（入館は午後6時30分まで）
【休館日】毎週火曜日(3月28日・4月4日・5月2日は開館)
【入館料】一般500円　中高生300円　小学生200円
【常設展とのセット券】一般700円　中高生400円　小学生250円
※小学生未満無料　
※詳しくは北九州市漫画ミュージアムのホームページをご覧ください
http://www.ktqmm.jp/
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

『珈琲から逃げる馬』2011年
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前
回
（
２
０
１
６
年
12
月
号
）
の

「
清
張
の
応
接
室
」
紹
介
が
思
い
の

ほ
か
好
評
だ
っ
た
た
め
、
今
回
は
松

本
清
張
邸
（
当
館
内
の
再
現
家
屋
）

探
訪
記
の
第
２
弾
と
し
て
、
書
斎
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
。

　
清
張
が
来
客
や
出
版
関
係
者
ら
と

談
笑
し
た
応
接
室
と
は
違
い
、
こ
の

書
斎
に
は
担
当
編
集
者
や
家
人
で
さ

え
も
立
ち
入
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
た

と
い
う
。
こ
こ
は
作
家
松
本
清
張
が

一
人
で
執
筆
作
業
に
没
頭
し
た
仕
事

場
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
思
索
と
創
作

の
城
」
の
中
枢
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
館
内
の
見
学
通
路
か
ら
再
現
家
屋

２
階
の
窓
越
し
に
書
斎
を
の
ぞ
き
込

む
と
、
机
の
周
囲
に
積
ま
れ
た
参
考

資
料
の
山
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
焦
げ
跡

と
い
っ
た
、
清
張
の
執
筆
環
境
を
示

す
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
展
示

ケ
ー
ス
内
に
は
、
万
年
筆
や
老
眼
鏡

と
い
っ
た
執
筆
道
具
の
数
々
が
並
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
書
斎
の
見

ど
こ
ろ
や
目
玉
に
つ
い
て
は
、
館
内

の
パ
ネ
ル
等
で
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ

て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

ぜ
ひ
ご
来
館
の
う
え
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

　
今
回
私
が
誌
面
で
紹
介
し
た
い
の

は
、
こ
の
書
斎
の
空
調
設
備
に
つ
い

て
で
あ
る
。
や
は
り
私
に
は
、
ど
う

し
て
も
細
か
い
こ
と
が
気
に
な
っ
て

し
ま
う
癖
が
あ
る
ら
し
い
。
先
日
も

再
現
家
屋
内
の
営
繕
作
業
に
立
ち
会

っ
た
際
、
書
斎
の
壁
の
ス
イ
ッ
チ
類

に
目
が
留
ま
っ
た
の
だ
。

　
こ
の
ス
イ
ッ
チ
類
に
つ
い
て
少
し

詳
し
く
観
察
し
て
み
た
。
金
属
製
の

小
さ
な
パ
ネ
ル
の
左
肩
に
「
冷
房
」

と
手
書
き
の
文
字
が
入
り
、
黒
色
の

「
入
」
と
赤
色
の
「
切
」
の
丸
ボ
タ

ン
が
縦
に
二
つ
並
ん
だ
、
一
見
し
て

古
風
で
単
純
な
ス
イ
ッ
チ
で
あ
る
。

そ
の
ス
イ
ッ
チ
パ
ネ
ル
右
隣
に
は
、

セ
氏
（
Ｃ
）
で
は
な
く
カ
氏
（
Ｆ
）

の
目
盛
や
、米
国
「H

oneyw
ell

」

社
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
、
丸
型
の
サ
ー

モ
ス
タ
ッ
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
積
年
の
煙

草
の
ヤ
ニ
で
茶
色
に
変
色
し
て
お
り
、

構
造
か
ら
み
て
も
後
付
け
さ
れ
た
感

じ
は
全
く
な
い
。
こ
の
家
が
１
９
６

１
（
昭
和
36
）
年
に
建
て
ら
れ
た
当

初
に
造
り
付
け
ら
れ
た
も
の
の
よ
う

だ
。

 

実
際
、
新
築
間
も
な
い
こ
ろ
に
書

斎
で
撮
影
さ
れ
た
執
筆
風
景
の
写
真

を
見
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
が
現
在
と

同
じ
位
置
に
写
っ
て
い
る
。
ま
た
、

奥
の
壁
際
に
は
ガ
ス
ヒ
ー
タ
ー
と
思

し
き
器
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
も

確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
書
斎

は
昭
和
30
年
代
後
半
の
時
点
で
「
冷

暖
房
完
備
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
だ
。

　
高
度
経
済
成
長
期
と
は
い
え
、
ま

だ
当
時
の
一
般
家
庭
で
は
扇
風
機
や

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
練
炭
や
電
気
の
コ

タ
ツ
と
い
っ
た
も
の
が
冷
暖
房
機
器

の
主
流
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
と
い
え
ば
、
清

張
が
『
点
と
線
』
を
は
じ
め
と
す
る

数
々
の
推
理
小
説
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

を
連
発
し
、
『
日
本
の
黒
い
霧
』
で

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
分
野
に
も
進

出
し
て
い
っ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い

る
。
昭
和
36
年
度
所
得
額
が
作
家
部

門
の
第
１
位
と
な
っ
た
清
張
が
、
随

所
に
贅
を
尽
く
し
た
豪
邸
を
新
築
し

た
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
書
斎
の
空
調
設
備

充
実
に
つ
い
て
は
、
は
た
し
て
清
張

本
人
の
意
向
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

当
時
の
担
当
編
集
者
も
「
先
生
は
寒

い
と
き
は
丹
前
を
着
込
ん
で
、
暑
い

と
き
は
浴
衣
の
前
を
は
だ
け
て
書
い

て
い
た
」
と
回
想
す
る
。
や
は
り
明

治
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

清
張
自
身
が
極
端
な
暑
が
り
や
寒
が

り
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。

そ
う
考
え
る
と
、
常
に
締
め
切
り
に

追
わ
れ
な
が
ら
寝
食
を
忘
れ
書
き
続

け
る
作
家
の
体
を
心
配
し
て
、
周
囲

の
人
物
が
新
居
建
設
の
際
に
「
書
斎

の
環
境
を
少
し
で
も
快
適
な
も
の
に
」

と
提
案
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
清

張
の
妻
・
松
本
ナ
ヲ
氏
は
、
陰
に
日

な
た
に
夫
を
支
え
て
い
た
そ
う
だ
。

書
斎
の
ス
イ
ッ
チ
一
つ
に
も
、
そ
う

い
っ
た
夫
人
の
気
遣
い
が
見
え
隠
れ

し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
深
読
み
だ

ろ
う
か
。

冷房スイッチ(左)と
サーモスタット(右)

清張の書斎：右上の時計の下方
にスイッチ類

文芸
hiroba 下　澤　　聡　

北九州市立松本清張記念館　事務局 企画係主任
Satoshi Shimozawa

清張アラカルト

清
張
の
書
斎

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【開館時間】
午前9時30分～午後6時

（入館は午後5時30分まで）
【常設展観覧料】
一般500円　中高生300円　小学生200円

【お問合せ】
 093（582）2761

Information

た
ば

こ

お
ぼ

ぜ
い

た
ん
ぜ
ん

ハ
ネ
ウ
ェ
ル

※

　室
温
を
一
定
に
保
つ
た
め
、冷
暖
房
機
器
に
流
れ
る

　
　電
気
を
自
動
的
に
制
御
す
る
装
置

5 CulCul  2017. April

　
今
年
の
春
も
北
九
州
市
立
美
術
館

分
館
で
「
再
興
院
展
」
が
開
幕
し
ま

す
。
九
州
で
唯
一
の
巡
回
先
と
な
る

本
展
で
は
、
同
人
作
家
の
新
作
31
点

を
は
じ
め
、
受
賞
作
品
、
お
よ
び
九

州
出
身
・
在
住
作
家
の
入
選
作
品
ま

で
約
70
点
が
一
堂
に
並
び
ま
す
。

　
院
展
を
主
催
す
る
日
本
美
術
院
は
、

１
８
９
８
年
、
岡
倉
天
心
が
中
心
と

な
っ
て
創
設
し
た
在
野
の
美
術
団
体

で
す
。
一
時
活
動
の
休
止
を
経
て
、

横
山
大
観
ら
が
中
心
と
な
り
１
９
１

４
年
に
再
興
し
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

歴
代
の
日
本
美
術
院
の
作
家
た
ち
は
、

「
日
本
画
」
の
概
念
を
模
索
し
、
時

に
革
新
を
起
こ
し
な
が
ら
、
院
展
の

イ
メ
ー
ジ
と
な
る
伝
統
を
創
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
、
院
の
構
成
は
、
正

会
員
の
同
人
、
そ
し
て
総
称
し
て
一

般
と
呼
ば
れ
る
招
待
、
特
待
、
院
友
、

研
究
会
員
に
分
か
れ
ま
す
。
再
興
院

展
（
院
展
）
は
、
年
に
一
度
、
同
人

に
よ
る
未
発
表
の
新
作
と
、
一
般
か

ら
公
募
を
経
て
入
選
と
な
っ
た
作
品

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
た
び
の
展
覧
会
か
ら
、

注
目
の
同
人
作
家
と
そ
の
作
品
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
人
物
像
を
中
心
に
、
鮮
や
か
な
色

使
い
が
目
を
引
く
作
品
の
宮
北
千
織

（
図
１
）
は
、
院
展
の
中
で
特
異
と

し
て
注
目
さ
れ
る
作
家
の
一
人
で
す
。

「
物
を
色
で
見
る
」
と
い
う
宮
北
は
、

人
物
ま
で
も
物
体
と
し
て
客
観
的
に

描
く
一
方
で
感
覚
的
に
配
色
を
行
い
、

新
鮮
な
感
覚
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

本
作
で
は
正
面
性
の
強
い
構
図
な
が

ら
、
光
を
取
り
込
み
さ
ま
ざ
ま
な
色

に
移
ろ
う
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
、
時

空
間
の
揺
ら
ぎ
と
な
っ
て
、
柔
ら
か

で
夢
の
よ
う
な
感
覚
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
を
取
材

し
、
女
性
や
そ
の
風
俗
を
題
材
に
し

て
い
る
井
手
康
人
（
図
２
）
は
、
人

物
や
草
花
な
ど
多
数
の
イ
メ
ー
ジ
が

装
飾
的
に
重
な
り
合
う
夢
幻
の
空
間

を
描
き
出
し
ま
す
。
本
作
で
井
手
が

「
時
空
の
内
に
漂
う
、
生
命
の
有
り

様
を
描
こ
う
と
試
み
た
」
と
い
う
よ

う
に
、
永
遠
に
不
変
な
も
の
は
な
い

生
命
の
循
環
と
い
っ
た
思
索
に
ふ
け

り
た
く
な
る
奥
深
い
作
品
で
す
。

　
身
近
な
四
季
折
々
の
花
や
風
景
を

題
材
に
、
繊
細
で
清
雅
な
作
品
で
知

ら
れ
る
那
波
多
目
功
一
（
図
３
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
作
風
と
は
一
変
し
た
壮

大
な
風
景
画
で
す
。
那
波
多
目
が
ち

ょ
う
ど
同
人
と
な
っ
た
90
年
に
訪
れ

た
ス
イ
ス
で
の
ス
ケ
ッ
チ
が
も
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
20
数
年
の
時
を
経

て
、
「
自
分
な
り
の
絵
を
描
き
な
さ

い
」
と
い
う
師
の
言
葉
を
思
い
出
し

な
が
ら
描
か
れ
た
本
作
。
徹
底
し
た

写
実
に
よ
り
雪
山
の
険
し
さ
が
表
現

さ
れ
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
詩
的
な
雰

囲
気
に
、
那
波
多
目
ら
し
い
豊
か
な

叙
情
性
と
幻
想
性
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
や
方
法
に
よ
り

各
作
家
が
自
分
な
り
の
道
を
追
求
し
、

新
し
い
表
現
へ
と
挑
む
、
院
展
に
よ

る
日
本
画
の
今
。
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

美術
hiroba 河　村　朱　音

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Akane Kawamura

Information
再興第101回院展

【会場】北九州市立美術館 分館（リバーウォーク北九州5F）
【会期】4月7日（金）～5月7日（日）※会期中無休
【開館時間】午前10時～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】一般1000（800）円　高大生600（400）円　
小中生400（300）円
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は2割減免（団体料金）

【お問合せ】093(562)3215

再
興
第
１
０
１
回
院
展

（図１）宮北千織（同人）《華》

（図2）井手康人（同人）《無常》

（図3）那波多目功一（同人）《アイガー北壁》

【日時】4月7日（金）午前11時～正午
【講師】
那波多目功一

（日本美術院同人、代表理事）
齋藤満栄（日本美術院同人）
井手康人（日本美術院同人）

【会場】北九州芸術劇場　
中劇場（リバーウォーク北九州6F）
※聴講無料

Event
美術講演会

「院展の作品について」
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前
回
（
２
０
１
６
年
12
月
号
）
の

「
清
張
の
応
接
室
」
紹
介
が
思
い
の

ほ
か
好
評
だ
っ
た
た
め
、
今
回
は
松

本
清
張
邸
（
当
館
内
の
再
現
家
屋
）

探
訪
記
の
第
２
弾
と
し
て
、
書
斎
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
。

　
清
張
が
来
客
や
出
版
関
係
者
ら
と

談
笑
し
た
応
接
室
と
は
違
い
、
こ
の

書
斎
に
は
担
当
編
集
者
や
家
人
で
さ

え
も
立
ち
入
る
の
が
は
ば
か
ら
れ
た

と
い
う
。
こ
こ
は
作
家
松
本
清
張
が

一
人
で
執
筆
作
業
に
没
頭
し
た
仕
事

場
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
思
索
と
創
作

の
城
」
の
中
枢
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
館
内
の
見
学
通
路
か
ら
再
現
家
屋

２
階
の
窓
越
し
に
書
斎
を
の
ぞ
き
込

む
と
、
机
の
周
囲
に
積
ま
れ
た
参
考

資
料
の
山
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
焦
げ
跡

と
い
っ
た
、
清
張
の
執
筆
環
境
を
示

す
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
展
示

ケ
ー
ス
内
に
は
、
万
年
筆
や
老
眼
鏡

と
い
っ
た
執
筆
道
具
の
数
々
が
並
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
書
斎
の
見

ど
こ
ろ
や
目
玉
に
つ
い
て
は
、
館
内

の
パ
ネ
ル
等
で
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ

て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

ぜ
ひ
ご
来
館
の
う
え
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

　
今
回
私
が
誌
面
で
紹
介
し
た
い
の

は
、
こ
の
書
斎
の
空
調
設
備
に
つ
い

て
で
あ
る
。
や
は
り
私
に
は
、
ど
う

し
て
も
細
か
い
こ
と
が
気
に
な
っ
て

し
ま
う
癖
が
あ
る
ら
し
い
。
先
日
も

再
現
家
屋
内
の
営
繕
作
業
に
立
ち
会

っ
た
際
、
書
斎
の
壁
の
ス
イ
ッ
チ
類

に
目
が
留
ま
っ
た
の
だ
。

　
こ
の
ス
イ
ッ
チ
類
に
つ
い
て
少
し

詳
し
く
観
察
し
て
み
た
。
金
属
製
の

小
さ
な
パ
ネ
ル
の
左
肩
に
「
冷
房
」

と
手
書
き
の
文
字
が
入
り
、
黒
色
の

「
入
」
と
赤
色
の
「
切
」
の
丸
ボ
タ

ン
が
縦
に
二
つ
並
ん
だ
、
一
見
し
て

古
風
で
単
純
な
ス
イ
ッ
チ
で
あ
る
。

そ
の
ス
イ
ッ
チ
パ
ネ
ル
右
隣
に
は
、

セ
氏
（
Ｃ
）
で
は
な
く
カ
氏
（
Ｆ
）

の
目
盛
や
、米
国
「H

oneyw
ell

」

社
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
、
丸
型
の
サ
ー

モ
ス
タ
ッ
ト
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
積
年
の
煙

草
の
ヤ
ニ
で
茶
色
に
変
色
し
て
お
り
、

構
造
か
ら
み
て
も
後
付
け
さ
れ
た
感

じ
は
全
く
な
い
。
こ
の
家
が
１
９
６

１
（
昭
和
36
）
年
に
建
て
ら
れ
た
当

初
に
造
り
付
け
ら
れ
た
も
の
の
よ
う

だ
。

 

実
際
、
新
築
間
も
な
い
こ
ろ
に
書

斎
で
撮
影
さ
れ
た
執
筆
風
景
の
写
真

を
見
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
が
現
在
と

同
じ
位
置
に
写
っ
て
い
る
。
ま
た
、

奥
の
壁
際
に
は
ガ
ス
ヒ
ー
タ
ー
と
思

し
き
器
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
も

確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
書
斎

は
昭
和
30
年
代
後
半
の
時
点
で
「
冷

暖
房
完
備
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
だ
。

　
高
度
経
済
成
長
期
と
は
い
え
、
ま

だ
当
時
の
一
般
家
庭
で
は
扇
風
機
や

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
練
炭
や
電
気
の
コ

タ
ツ
と
い
っ
た
も
の
が
冷
暖
房
機
器

の
主
流
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
し
か
し

ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
と
い
え
ば
、
清

張
が
『
点
と
線
』
を
は
じ
め
と
す
る

数
々
の
推
理
小
説
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

を
連
発
し
、
『
日
本
の
黒
い
霧
』
で

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
分
野
に
も
進

出
し
て
い
っ
た
時
期
と
重
な
っ
て
い

る
。
昭
和
36
年
度
所
得
額
が
作
家
部

門
の
第
１
位
と
な
っ
た
清
張
が
、
随

所
に
贅
を
尽
く
し
た
豪
邸
を
新
築
し

た
と
い
う
の
も
う
な
ず
け
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
書
斎
の
空
調
設
備

充
実
に
つ
い
て
は
、
は
た
し
て
清
張

本
人
の
意
向
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

当
時
の
担
当
編
集
者
も
「
先
生
は
寒

い
と
き
は
丹
前
を
着
込
ん
で
、
暑
い

と
き
は
浴
衣
の
前
を
は
だ
け
て
書
い

て
い
た
」
と
回
想
す
る
。
や
は
り
明

治
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

清
張
自
身
が
極
端
な
暑
が
り
や
寒
が

り
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。

そ
う
考
え
る
と
、
常
に
締
め
切
り
に

追
わ
れ
な
が
ら
寝
食
を
忘
れ
書
き
続

け
る
作
家
の
体
を
心
配
し
て
、
周
囲

の
人
物
が
新
居
建
設
の
際
に
「
書
斎

の
環
境
を
少
し
で
も
快
適
な
も
の
に
」

と
提
案
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
清

張
の
妻
・
松
本
ナ
ヲ
氏
は
、
陰
に
日

な
た
に
夫
を
支
え
て
い
た
そ
う
だ
。

書
斎
の
ス
イ
ッ
チ
一
つ
に
も
、
そ
う

い
っ
た
夫
人
の
気
遣
い
が
見
え
隠
れ

し
て
い
る
と
考
え
る
の
は
深
読
み
だ

ろ
う
か
。

冷房スイッチ(左)と
サーモスタット(右)

清張の書斎：右上の時計の下方
にスイッチ類

文芸
hiroba 下　澤　　聡　

北九州市立松本清張記念館　事務局 企画係主任
Satoshi Shimozawa

清張アラカルト

清
張
の
書
斎

北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3

【開館時間】
午前9時30分～午後6時

（入館は午後5時30分まで）
【常設展観覧料】
一般500円　中高生300円　小学生200円

【お問合せ】
 093（582）2761

Information

た
ば

こ

お
ぼ

ぜ
い

た
ん
ぜ
ん

ハ
ネ
ウ
ェ
ル

※

　室
温
を
一
定
に
保
つ
た
め
、冷
暖
房
機
器
に
流
れ
る

　
　電
気
を
自
動
的
に
制
御
す
る
装
置
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２
０
１
７
年
３
月
25
日
（
土
）
、

小
倉
北
区
の
京
町
銀
天
街
内
に
「
北

九
州
文
学
サ
ロ
ン
」
が
新
た
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
情

報
発
信
や
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
、
読
書
会
や
講
座
に
利
用

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
周
辺
の

文
化
施
設
と
連
携
し
て
、
「
文
学
の

街
・
北
九
州
」
を
発
信
し
て
い
く
新

た
な
拠
点
で
す
。
地
元
商
店
街
や
大

学
生
も
加
わ
っ
て
、
文
化
活
動
を
通

し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。

北
九
州
文
学
サ
ロ
ン
と
は

　
北
九
州
市
に
は
、
明
治
の
文
豪
・

森
鷗
外
や
、
昭
和
と
生
き
た
国
民
的

作
家
の
松
本
清
張
、
近
代
女
性
俳
句

の
草
分
け
で
あ
る
杉
田
久
女
な
ど
、

ゆ
か
り
の
文
学
者
が
多
く
、
足
跡
を

辿
る
こ
と
が
で
き
る
史
跡
や
文
学
碑

な
ど
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
現
在
も

そ
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
よ
う
に
、
芥

川
賞
・
直
木
賞
作
家
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
作
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
八
幡
製
鐵
所
所
員
が
作

品
を
寄
せ
た
『
製
鉄
文
化
』
な
ど
の

職
場
雑
誌
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
民

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
同
人
誌
も
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
専
業
作

家
で
は
な
く
て
も
小
説
や
詩
に
親
し

ん
で
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
北
九
州
文
学
サ
ロ
ン
は
、
ゆ
か
り

の
文
学
者
の
紹
介
等
に
加
え
て
、
地

域
の
文
化
を
支
え
る
方
々
の
活
動
の

場
と
し
て
、
街
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と

①
文
化
情
報
の
発
信

　
情
報
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
の

イ
ベ
ン
ト
や
文
化
施
設
の
最
新
情
報

を
集
め
て
い
ま
す
。
作
家
の
講
演
会

に
行
っ
て
み
た
い
と
き
や
生
の
音
楽

を
聴
き
た
く
な
っ
た
と
き
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
ゆ
か
り
の
文
学
者
紹
介

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゆ
か
り
の

文
学
者
を
写
真
や
資
料
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
文
学
者
の
足

跡
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
同
人
誌
な
ど
の
閲
覧

　
市
内
で
発
行
さ
れ
て
い
る
同
人
誌

や
、
俳
句
・
川
柳
の
入
門
書
な
ど
を

読
め
る
「
街
角
文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。

身
近
な
人
が
書
き
手
と
な
っ
て
い
る

文
学
に
触
れ
た
り
、
ご
自
身
で
表
現

し
た
り
す
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

④
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
約
30
平
方
メ
ー
ト
ル
、
40
名
ほ
ど

入
る
「
文
学
広
場
」
を
ご
利
用
で
き

ま
す
。
三
面
の
真
っ
白
な
壁
面
を
使

っ
て
仲
間
と
の
絵
画
や
写
真
の
展
覧

会
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
読
書
会
で

は
新
し
い
作
家
や
仲
間
と
の
出
会
い

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
北
九
州
文
学
サ
ロ
ン
の
あ
る
京
町

銀
天
街
や
、
北
九
州
市
立
大
学
「
文

学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
も
随
時
開
催
予
定
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
・
参
加
、
ど
ち
ら
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

「
か
が
や
く
太
陽
、
燃
え
る
鐵
、
う

た
う
わ
れ
ら
」

　
情
報
誌
『
雲
の
う
え
』
の
編
集
委

員
で
あ
る
北
九
州
市
出
身
の
画
家
・

牧
野
伊
三
夫
さ
ん
と
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式

会
社
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
大
陶
板
画
を
制
作
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
北
九
州
の
文

学
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た
作
品

で
す
。
縦
２
メ
ー
ト
ル×

横
３
メ
ー

ト
ル
の
大
作
を
、
館
内
で
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

北九州文学サロン48

「文学の街・北九州」をＰＲ“北九州文学サロン”誕生！
金　田　典　子北九州市市民文化スポーツ局文化企画課　文芸担当 Noriko Kaneda

開館に向けて商店街の方・学生・学芸員と話し合いを重ねた

TOTO（株）小倉第一工場で大陶板画が完成

北九州文学サロン
北九州市小倉北区京町1の5の9 1Ｆ

Information

【開館時間】
午前11時～午後6時

（木曜は午前11時～午後9時）
※３月25日に開設予定

【休館日】年末年始
【入館料】無料
【お問合せ】
北九州市市民文化スポーツ局文化企画課
093（582）2391

た
ど

3 CulCul  2017. April

「
ト
書
き
」
を
考
え
る

『ぶらり♪まちなか劇さんぽ』参加「劇団Ｃ４」
『相楽姉妹の憂鬱』チラシ

『ぶらり♪まちなか劇さんぽ』参加「舞台集団コンビニ」
『ホシカラ』チラシ

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

　今
年
も
「
北
九
州
劇
団
代
表
者
会

議
」
主
催
の
『
ぶ
ら
り
♪
ま
ち
な
か

劇
さ
ん
ぽ
』
が
開
催
さ
れ
た
。
『
北

九
州
芸
術
工
業
地
帯
』
（
主
催
：
公

益
財
団
法
人
北
九
州
市
芸
術
文
化
振

興
財
団
／
企
画
・
制
作
：
北
九
州
芸

術
劇
場
）
の
関
連
企
画
と
し
て
行
わ

れ
、
２
月
４
日
〜
３
月
11
日
の
開
催

期
間
中
に
、「
サ
ヨ
ナ
ラ
ン
ド
リ
ー
」

「
紫
川
天
国
一
座
」
「
舞
台
集
団
コ

ン
ビ
ニ
」「
ブ
ル
ー
エ
ゴ
ナ
ク
」「
劇

団
Ｃ
４
」
「
飛
ぶ
劇
場
」
「
演
劇
関

係
い
す
と
校
舎
」
な
ど
七
つ
の
劇
団

が
公
演
を
行
っ
た
。

　
独
自
の
カ
ラ
ー
を
色
濃
く
打
ち
出

し
た
劇
団
や
、
せ
っ
か
く
特
別
な
企

画
だ
か
ら
と
、
普
段
の
も
の
と
は
違

っ
た
作
風
で
臨
ん
だ
劇
団
な
ど
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容
。
特
に
、

照
明
や
音
響
が
し
っ
か
り
使
え
る
わ

け
で
は
な
い
空
間
で
の
公
演
で
あ
る

た
め
か
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
」
や
そ
れ

に
準
じ
る
手
法
で
展
開
さ
れ
る
作
品

も
多
く
、
そ
の
分
「
戯
曲
」
の
面
白

さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
作
品
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
「
戯
曲
の
面
白
さ
」
と
い
え
ば
、

２
月
５
日
、
枝
光
本
町
商
店
街
ア
イ

ア
ン
シ
ア
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
劇
作

家
協
会
九
州
支
部
主
催
の
『
月
い
ち

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ｉ
ｎ
北
九
州
』
で
面

白
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
見
つ
け
た
。
そ

れ
は
「
ト
書
き
」
で
あ
る
。

　
作
品
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
後
の
、
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
「
ト
書
き
」
を

ど
う
書
く
か
、
劇
作
家
の
中
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
あ
る
こ
と
が
話

題
に
上
っ
た
の
だ
。

　
「
ト
書
き
」
と
は
、
戯
曲
の
中
に

書
き
込
ま
れ
た
、
セ
リ
フ
以
外
の
動

作
や
状
況
を
表
し
た
文
章
の
こ
と
で

あ
る
。
も
と
も
と
、
歌
舞
伎
で
、
登

場
人
物
が
「
〝
と
〞
言
い
な
が
ら
歩

み
寄
る
」
な
ど
と
、
動
作
に
関
す
る

こ
と
を
記
し
た
も
の
に
由
来
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　
一
人
の
人
間
が
、
戯
曲
を
書
き
、

演
出
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
作
品

を
書
く
際
は
、
比
較
的
「
ト
書
き
」

は
シ
ン
プ
ル
に
な
る
傾
向
に
あ
る
よ

う
だ
。
し
か
し
、
戯
曲
賞
な
ど
に
応

募
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
タ
イ

プ
の
戯
曲
は
、
審
査
員
か
ら
、
も
っ

と
「
ト
書
き
」
を
書
く
よ
う
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
結
構
多

い
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
演

出
を
す
る
場
合
で
も
、
か
な
り
詳
細

に
「
ト
書
き
」
を
書
き
込
む
劇
作
家

も
居
る
。
そ
の
場
合
、
そ
の
「
ト
書

き
」
は
誰
に
対
し
て
書
か
れ
る
の
か
。

　
ま
た
、
「
ト
書
き
」
に
は
二
つ
の

タ
イ
プ
が
あ
る
。
（
以
下
の
表
記
は

一
例
。
映
画
や
映
像
の
シ
ナ
リ
オ
に

は
か
な
り
精
密
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が

あ
る
よ
う
だ
が
、
戯
曲
に
は
そ
こ
ま

で
か
っ
ち
り
し
た
も
の
は
な
い
）

と
い
う
よ
う
に
、
文
章
と
文
章
の
間

に
〝
文
〞
と
し
て
書
か
れ
る
も
の
と
、

セ
リ
フ
の
前
や
後
に
〝
か
っ
こ
〞
付

き
で
表
記
さ
れ
る
も
の
だ
。
こ
れ
を

ど
う
書
き
分
け
る
の
か
。

　
劇
作
家
と
演
出
家
が
別
々
で
あ
る

場
合
、
「
ト
書
き
」
は
、
時
に
は
劇

作
家
か
ら
演
出
家
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
な
る
場
合
も
あ
る
。
当
然
演
出
家

は
「
ト
書
き
」
を
無
視
す
る
こ
と
も

で
き
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
微
妙
な
パ

ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
存
在
す
る
と
、
い

さ
さ
か
劇
的
な
駆
け
引
き
が
両
者
の

間
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
先
日
、

島
田
雅
彦
の
戯
曲
『
ル
ナ
〜
輪
廻
転

生
の
物
語
』
を
読
み
返
す
機
会
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
巻
末
に
つ
い
て
い
る

蜷
川
幸
雄
の
『
演
出
ノ
ー
ト
』
か
ら
、

作
家
と
演
出
家
の
関
係
が
透
け
て
見

え
て
非
常
に
面
白
か
っ
た
。
蜷
川
な

ら
ず
と
も
、
と
あ
る
大
物
演
出
家
が
、

「
ト
書
き
」
に
「
Ａ
は
○
○
だ
」
で

は
な
く
「
Ａ
は
○
○
の
よ
う
に
も
見

え
る
」
と
書
い
て
あ
る
戯
曲
を
絶
賛

し
た
と
い
う
〝
伝
説
〞
を
聞
い
た
こ

と
も
あ
る
。
確
か
に
、
後
者
の
方
が
、

劇
作
家
が
自
ら
の
物
語
を
立
体
化
す

る
際
の
詳
細
を
演
出
家
に
委
ね
た
感

が
あ
る
。

　
単
な
る
段
取
り
を
記
し
た
だ
け
で

は
な
さ
そ
う
な
、
奥
の
深
い
「
ト
書

き
」
。
舞
台
を
見
る
際
に
、
「
こ
の

シ
ー
ン
に
は
ど
ん
な
「
ト
書
き
」
が

書
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
」
な
ど
と

想
像
し
て
み
る
の
も
一
興
か
も
し
れ

な
い
。

り
ん
ね

と

　が

花
子

太
郎

こ
ん
に
ち
は

　
太
郎
、
立
ち
止
ま
る
。

（
驚
い
て
）
こ
ん
に
ち
は
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２
０
１
７
年
３
月
25
日
（
土
）
、

小
倉
北
区
の
京
町
銀
天
街
内
に
「
北

九
州
文
学
サ
ロ
ン
」
が
新
た
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
情

報
発
信
や
ゆ
か
り
の
文
学
者
の
紹
介

コ
ー
ナ
ー
、
読
書
会
や
講
座
に
利
用

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
周
辺
の

文
化
施
設
と
連
携
し
て
、
「
文
学
の

街
・
北
九
州
」
を
発
信
し
て
い
く
新

た
な
拠
点
で
す
。
地
元
商
店
街
や
大

学
生
も
加
わ
っ
て
、
文
化
活
動
を
通

し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
も
行
っ
て
い

き
ま
す
。

北
九
州
文
学
サ
ロ
ン
と
は

　
北
九
州
市
に
は
、
明
治
の
文
豪
・

森
鷗
外
や
、
昭
和
と
生
き
た
国
民
的

作
家
の
松
本
清
張
、
近
代
女
性
俳
句

の
草
分
け
で
あ
る
杉
田
久
女
な
ど
、

ゆ
か
り
の
文
学
者
が
多
く
、
足
跡
を

辿
る
こ
と
が
で
き
る
史
跡
や
文
学
碑

な
ど
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
現
在
も

そ
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
よ
う
に
、
芥

川
賞
・
直
木
賞
作
家
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
作
家
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
八
幡
製
鐵
所
所
員
が
作

品
を
寄
せ
た
『
製
鉄
文
化
』
な
ど
の

職
場
雑
誌
を
は
じ
め
と
し
て
、
市
民

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
同
人
誌
も
発
行

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
専
業
作

家
で
は
な
く
て
も
小
説
や
詩
に
親
し

ん
で
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
北
九
州
文
学
サ
ロ
ン
は
、
ゆ
か
り

の
文
学
者
の
紹
介
等
に
加
え
て
、
地

域
の
文
化
を
支
え
る
方
々
の
活
動
の

場
と
し
て
、
街
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

で
き
る
こ
と

①
文
化
情
報
の
発
信

　
情
報
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
の

イ
ベ
ン
ト
や
文
化
施
設
の
最
新
情
報

を
集
め
て
い
ま
す
。
作
家
の
講
演
会

に
行
っ
て
み
た
い
と
き
や
生
の
音
楽

を
聴
き
た
く
な
っ
た
と
き
、
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
ゆ
か
り
の
文
学
者
紹
介

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ゆ
か
り
の

文
学
者
を
写
真
や
資
料
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
文
学
者
の
足

跡
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

③
同
人
誌
な
ど
の
閲
覧

　
市
内
で
発
行
さ
れ
て
い
る
同
人
誌

や
、
俳
句
・
川
柳
の
入
門
書
な
ど
を

読
め
る
「
街
角
文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。

身
近
な
人
が
書
き
手
と
な
っ
て
い
る

文
学
に
触
れ
た
り
、
ご
自
身
で
表
現

し
た
り
す
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

④
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
約
30
平
方
メ
ー
ト
ル
、
40
名
ほ
ど

入
る
「
文
学
広
場
」
を
ご
利
用
で
き

ま
す
。
三
面
の
真
っ
白
な
壁
面
を
使

っ
て
仲
間
と
の
絵
画
や
写
真
の
展
覧

会
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
読
書
会
で

は
新
し
い
作
家
や
仲
間
と
の
出
会
い

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
北
九
州
文
学
サ
ロ
ン
の
あ
る
京
町

銀
天
街
や
、
北
九
州
市
立
大
学
「
文

学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
イ
ベ
ン

ト
も
随
時
開
催
予
定
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
・
参
加
、
ど
ち
ら
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

「
か
が
や
く
太
陽
、
燃
え
る
鐵
、
う

た
う
わ
れ
ら
」

　
情
報
誌
『
雲
の
う
え
』
の
編
集
委

員
で
あ
る
北
九
州
市
出
身
の
画
家
・

牧
野
伊
三
夫
さ
ん
と
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
株
式

会
社
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
大
陶
板
画
を
制
作
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
北
九
州
の
文

学
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
た
作
品

で
す
。
縦
２
メ
ー
ト
ル×

横
３
メ
ー

ト
ル
の
大
作
を
、
館
内
で
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

北九州文学サロン48

「文学の街・北九州」をＰＲ“北九州文学サロン”誕生！
金　田　典　子北九州市市民文化スポーツ局文化企画課　文芸担当 Noriko Kaneda

開館に向けて商店街の方・学生・学芸員と話し合いを重ねた

TOTO（株）小倉第一工場で大陶板画が完成

北九州文学サロン
北九州市小倉北区京町1の5の9 1Ｆ

Information

【開館時間】
午前11時～午後6時

（木曜は午前11時～午後9時）
※３月25日に開設予定

【休館日】年末年始
【入館料】無料
【お問合せ】
北九州市市民文化スポーツ局文化企画課
093（582）2391

た
ど
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特集
北九州文学サロン
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文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！
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お
も
い
、思
い
に
。


	0110548cs4_A4 16
	0110548cs4_A4 15
	0110548cs4_A4 14
	0110548cs4_A4 13
	0110548cs4_A4 12
	0110548cs4_A4 11
	0110548cs4_A4 10
	0110548cs4_A4 9
	0110548cs4_A4 8
	0110548cs4_A4 7
	0110548cs4_A4 6
	0110548cs4_A4 5
	0110548cs4_A4 4
	0110548cs4_A4 3
	0110548cs4_A4 2
	0110548cs4_A4 1

